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s
吉
井
竜
天
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場（
中
勢
実
） 

▲吉井郷土資料館（周匝） 

▲吉井支所（周匝） 

▲佐伯北診療所（塩木） 

▲ライフプラザ吉井（周匝） ▲吉井会館（周匝） 

▲仁掘出張所（仁堀中） 

吉
井
地
域
の
二
十
七
地
区 

第
六
回 

　
吉
井
地
域
は
赤
磐
市
の
北
部
に
位

置
し
、緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
幾
筋
も
の

川
が
流
れ
豊
か
な
田
園
地
帯
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

　
地
域
内
に
は
、神
話
に
登
場
す
る
神

を
ま
つ
っ
た
神
社
や
歴
史
的
文
化
的
遺

産
が
多
数
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
一
つ
、吉
井
川
の
流
れ
を
見
守

る
よ
う
に
そ
び
え
る
緑
豊
か
な
茶
臼
山
、

そ
の
山
頂
に
「
吉
井
城
山
公
園
」
が
整

備
さ
れ
天
守
閣
型
の
展
望
台
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
、こ
こ
に
は

難
攻
不
落
を
誇
る
「
茶
臼
山
城（
周
匝

城
）」
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の

展
望
台
は
、そ
の
望
楼
が
あ
っ
た
位
置

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、吉
井

川
の
流
域
で
は
、全
国
的
に
最
も
先
進

的
な
河
川
交
通
体
系
が
発
達
し
て
い

ま
し
た
。
吉
井
川
で
物
資
の
運
搬
に
活

躍
し
た
の
が
、「
高
瀬
舟
」
で
す
。
吉
井

城
山
公
園
に
あ
る
休
憩
所
は
か
つ
て
の

船
宿
を
移
築
し
た
も
の
で
す
。 

　
そ
し
て
、標
高
四
百
　
の
高
原
が
広

が
る
是
里
地
域
で
は
「
地
産
地
消
」
と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
よ
り
早
く
か
ら

地
域
の
特
産
品
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
仁
堀
中
地

区
に
「
ド
イ
ツ
の
森
」
が
平
成
七
年
に

開
園
す
る
の
を
契
機
に
、是
里
地
区
か

ら
醸
造
場
を
移
転
。
新
し
い「
是
里
ワ

イ
ナ
リ
ー
」
が
創
業
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、水
稲
を
中
心
に
、ぶ
ど

う
、し
い
た
け
、き
ゅ
う
り
、黄
ニ
ラ
な
ど

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
地
域
内
に
は
赤
磐
市
吉
井
支
所
、仁

堀
出
張
所
、吉
井
会
館
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

吉
井（
図
書
館
）、吉
井
郷
土
資
料
館

な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
教
育
施
設
と

し
て
、小
学
校
二
校（
仁
美
・
城
南
小
学

校
）、中
学
校
一
校（
吉
井
中
学
校
）が

あ
り
ま
す
。 

　
福
祉
施
設
と
し
て
、保
育
園
四
園（
周

匝
・
黒
本
・
佐
伯
北
・
仁
美
保

育
園
）、吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
、

つ
つ
じ
荘
（
高
齢
者
生
活
福

祉
ホ
ー
ム
）、あ
か
ま
つ
荘（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）、吉
井

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、医
療

施
設
と
し
て
佐
伯
北
診
療
所
、

是
里
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、中
勢
実
の
高
台
地

に
は
、五
十
サ
イ
ト
を
持
つ
吉

井
竜
天
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

が
あ
り
、県
内
外
か
ら
の
愛

好
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。 中畑 合田 

石上 

ぼ
う
ろ
う 

メ
ー 

ト
ル 
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赤磐市 

▲黒本保育園（黒本） 

▲仁美小学校（仁堀中） 

▲佐伯北保育園（塩木） 

▲吉井中学校（周匝） ▲城南小学校（黒本） 

▲吉井城山公園（周匝） 

河 原 屋  
草 生  
周 匝  
福 田  
是 里  
滝 山  
黒 本  
黒 沢  
中 山  
稲 蒔  
光 木  
　 石 　  
八 島 田  
暮 田  
戸 津 野  
中 勢 実  
塩 木  
平 山  
仁 堀 東  
仁 堀 中  
仁 堀 西  
合 田  
中 畑  
石 上  
小 鎌  
西 勢 実  
広 戸  

18 
98 
577 
225 
133 
90 
247 
80 
37 
96 
24 
34 
52 
49 
54 
85 
59 
35 
108 
168 
76 
22 
21 
10 
60 
30 
25

28 
103 
703 
240 
152 
103 
268 
99 
54 
110 
25 
32 
66 
48 
60 
86 
72 
44 
140 
197 
89 
15 
16 
21 
67 
35 
29

46 
201 
1280 
465 
285 
193 
515 
179 
91 
206 
49 
66 
118 
97 
114 
171 
131 
79 
248 
365 
165 
37 
37 
31 
127 
65 
54

25 
67 
481 
164 
113 
65 
158 
61 
37 
84 
18 
32 
38 
35 
42 
58 
52 
27 
87 
127 
59 
15 
9 
13 
54 
22 
18

地区名 世帯数 
男 女 計 

人口（平成18年2月1日現在） 

▲仁美保育園（仁堀中） ▲周匝保育園（周匝） 

広戸 

中畑 合田 
石上 

中畑 合田 

平山 

暮 田  

光木 塩木 

中 山  

稲 蒔  

福田 

黒沢 

是 里  

滝 山  
黒本 周匝 

草生 
河原屋 是里 

中畑 

八島田 

石  仁堀西 

仁堀中 

仁堀東 

戸津野 中勢実 

西勢実 

小鎌 

石上 

かわ  ら   や これ　さと 

たき　やま 

くろもと 

くろさわ 

なか　やま 

いな　まき 

ひらやま 

なかはた 

いしかみ 

くそう  

すさい 

ふくだ 

くれ だ 

しおぎ 

ひろど 

あいだ 

こうき 

なかせいじつ 

にしせいじつ 

と　つ　の 

いし 

にぼりひがし 

にぼりなか 

にぼりにし 

おがも 

や し ま だ  
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赤磐市市制施行1周年記念 

開　　場：午前１１時 
開　　演：午前１１時５０分 
終演予定：午後１時３０分 

〈ゲスト〉 
　森　進一 さん・島津 亜矢 さん 
〈出場者〉 
　予選を通過した２０組 
〈司　会〉 
　宮本 隆治 アナウンサー 
〈放送予定日〉 
　５月２１日（日） 午後０時１５分～１時 
　総合テレビ、衛星第２テレビ、 
　ラジオ第１放送（全国放送） 

予 選 会  
 
　 
出 場 資 格  
　 
応 募 方 法  
 
 
 
 
 
　 
応 募 先  
 
　 
応 募 締 切  

４月１日（土）　午後１時から 
山陽ふれあい公園メインアリーナ 
　 
１５歳以上（中学生を除きます） 
　 
往復はがき 
往信用裏面にq住所w名前（グループの場合
は出場者全員の名前）e年齢r職業t電話番
号y歌う曲名と歌手名u選曲理由を明記 
返信用表面に申込者の郵便番号・住所・名前を
明記 
　 
〒７００－８６２１（住所不要） 
ＮＨＫ岡山放送局「のど自慢」係 
　 
３月９日（木）必着 
 

観 　 　 覧  
　 
申 込 方 法  
 
 
 
　 
申 込 先  
 
　 
申 込 締 切  

入場無料（ただし入場整理券が必要） 
　 
往復はがき（１枚につき１名様のみ入場できます） 
往信用裏面にq住所w名前e電話番号を明記 
返信用表面に申込者の郵便番号・住所・名前を
明記 
　 
〒７０９－０８９８（住所不要） 
赤磐市役所「のど自慢」係 
　 
３月９日（木）必着 
 
 

●市役所企画課「のど自慢」係　1（０８６９）５５－２６９２ 
●ＮＨＫ岡山放送局「のど自慢」係　1（０８６）２１４－４６２３ 

※個人出場とグループ出場を重複して申し込むことはできません。
　（応募資格は、１名様１回のみです）　 
※応募者多数の場合は、抽選で２５０組程度に予選会出場の案
　内を郵送します。 
※プロの人は出場できません。 

※応募者多数の場合は、抽選で入場整理券を郵送します。 
※予選会については、ご自由に観覧（入場無料）できます。 
　４月１日（土）正午から開場し、午後６時３０分終了予定です。 
　多数のご来場をお待ちしています。 

（赤磐市正崎１３６８） 

お問い合わせ先 

と
　
　
　
き 

と
　
こ
　
ろ 

森　進一 さん 島津 亜矢 さん 

※４月２日のみ 
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―
活
力
あ
る
、住
み
よ
い
、住
み
た
い
、赤
磐
市
を
め
ざ
し
て
― 

　
日
　
時 

　
三
月
十
八
日
（
土
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜 

 

　
場
　
所 

　
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館
大
集
会
室 

 

　
内
　
容 

　
荒
嶋
市
長
・
板
野
備
前
県
民
局
長
ほ
か
市

　
民
代
表
四
人
で
討
論 

 

　
主
　
催 

　
山
陽
新
聞
社 

 

　
共
　
催 

　 

赤
磐
市 

 

　
そ
の
他 

　
会
場
と
な
る
中
央
公
民
館
に
は
十
八
日
と

十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
「
山
陽
新
聞
コ

ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
、
山
陽
新
聞
が
で
き

る
ま
で
の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
る
ほ
か
、
同

社
が
所
有
す
る
百
二
十
七
年
間
の
新
聞
の
中

か
ら
、
希
望
者
に
は
そ
の
人
の
誕
生
日
の
紙

面
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
間
は
市
内
各
地
で
「
地
域
に

エ
ー
ル
い
き
い
き
赤
磐
」
に
ち
な
ん
だ
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

　
そ
の
他
の
主
な
イ
ベ
ン
ト 

●
三
月
十
八
日
（
土
） 

★
え
ほ
ん
読
み
聞
か
せ
会 

　
「
お
お
か
み
と
七
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」 

　
　
場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
時
間
／
午
後
二
時
〜 

★
つ
ち
の
こ
の
里
ウ
ォ
ー
ク 

　
　
場
所
／
吉
井
支
所 

　
　
時
間
／
午
前
九
時
三
十
分
〜 

●
三
月
十
九
日
（
日
） 

★
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室 

　
　
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

　
　
時
間
／
午
前
九
時
〜 

★
新
聞
講
座 

　
　
場
所
／
中
央
公
民
館 

　
　
時
間
／
午
前
十
時
〜 

★
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

　
　
場
所
／
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園 

　
　
時
間
／
午
前
九
時
〜 

★
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
　
時
間
／
午
後
一
時
三
十
分
〜 

 

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
内
の
各
所
で
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　¡

本
庁
企
画
課
合
併
調
整
係 

　
　
1
０
８
６
９
（
５
５
）
２
６
９
２ 

　¡

山
陽
新
聞
社
地
域
活
動
部 

　
　
1
０
８
６
（
２
４
４
）
３
９
２
８ 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　平成１７年３月７日赤磐市が誕生してから早や１年が過ぎようとしています。 
　４月に初めての市長､市議会議員選挙が行われ、市長と市議会議員２６人が誕生。
７月には赤磐市合併記念式典が行われ、９月､１０月にはおかやま国体が開催､各
会場とも大成功を収めました。また、新しいまちづくりに関する市民アンケー
ト調査を実施し、｢赤磐市総合計画｣を始めとするさまざまな計画を策定して

います。次回４月号では､はじめの１年の歩みを写真とともに皆
さんにお知らせします。 
　「まちのわだい」コーナーでは身近にある話題をお知らせ
ください。また「読者のページ」では皆さんのご意見などを
随時募集しています。投稿が多い場合は順番に掲載させていただく場合も
あります。 
 

本庁企画課公聴広報係　　1０８６９-５５-２６９２　6０８６９-５５-１２６１ 

地域にエール 
いきいき赤磐 
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みんなの努力でごみの 量はまだまだ減らせるはず みんなの努力でごみの 量はまだまだ減らせるはず みんなの努力でごみの 量はまだまだ減らせるはず 
　
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と
い
う
現
代
社
会
で
、

毎
日
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
は
、
第

一
に
一
人
一
人
が
ご
み
を
作
ら
な
い
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。 

　
そ
し
て
、
第
二
に
分
別
収
集
の
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い

物
の
時
に
、
買
い
物
袋
を
持
参
し
、
不
要
な
過
剰
包
装
な
ど
を

断
わ
る
の
は
有
効
で
し
ょ
う
。 

 

ごみの出し方についてのお願い ごみの出し方についてのお願い 

     

　
山
陽
、
赤
坂

地
域
で
構
成
さ

れ
る
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
は
、

一
般
廃
棄
物
の
減
量
な
ど
に
つ

い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
審

議
し
答
申
す
る
組
織
で
す
。
山

陽
地
域
で
は
、
ご
み
の
減
量
化

に
つ
い
て
平
成
十
一
年
度
か
ら

指
定
ご
み
袋
・
シ
ー
ル
の
引
換

券
の
無
料
配
布
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
講
じ
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
は
、
ご
み
袋
引
換
券
を

十
枚
か
ら
五
枚
に
、
シ
ー
ル
に

つ
い
て
は
三
枚
か
ら
二
枚
に
減

ら
し
、
意
識
改
革
を
図
る
こ
と

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
四
月
一
日
か
ら
は
、
ご

み
袋
な
ど
の
配
布
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
熊
山
・
吉
井
地

域
で
は
以
前
か
ら
ご
み
袋
の
無

料
配
布
は
な
く
、
不
公
平
感
な

ど
が
あ
っ
た
こ
と
を
是
正
す
る

も
の
で
す
。 

　
ま
た
同
時
に
、
大
量
消

費
社
会
か
ら
循
環
型
社
会
に

移
行
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
行
政

と
住
民
が
ご
み
の
処
理
に
か
か

る
費
用
を
負
担
し
あ
う
こ
と
で

ご
み
の
分
別
と
減
量
化
に
期
待

し
行
う
も
の
で
す
。 

　
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
の
廃
棄
物
処
理
施
設
お
よ

び
組
織
体
制
の
相
違
に
よ
り
、

ま
だ
ま
だ
統
一
出
来
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
が
、
今
後
新
た

に
備
前
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
広
域
化

体
制
を
構
築
す
べ
く
、
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
で
は
慎
重

な
審
議
を
行
い
答
申
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
赤
磐
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
会
長
　
　
　 

　
塩
見  

眞
澄 

さ
ん 

　
山
陽
地
域
に
例
を
と
れ
ば
、
平

成
十
一
年
度
か
ら
ご
み
の
二
十
六

分
別
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
本
年

度
か
ら
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
等
の
収
集
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
着
実
に
ご
み
の
減
量
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
十
七
年

十
二
月
一
日
現
在
で
は
重
量
比
に

し
て
、
資
源
化
率
が
二
十
五
％
近

く
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
手
間
と
時
間
を
か
け
て
の
分

別
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
成

果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
不
要
品

の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
持

ち
込
み
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

活
用
も
よ
い
で
し
ょ
う
。 

　
ご
み
を
作
ら
な
い
こ
と
と
再
資

源
化
や
再
利
用
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
は
、
環
境
を
壊
さ
な
い
循
環
型

社
会
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
豊
か
な
自
然
環
境
と
限
り
あ

る
資
源
を
子
や

孫
の
世
代
へ

残
し
て
い
く

た
め
に
、
循

環
型
都
市
「
赤

磐
市
」
を
共
に

創
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

  

問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
生
活
環
境
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）５
３
４
７ 

¡

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
３ 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 
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みんなの努力でごみの  量はまだまだ減らせるはず みんなの努力でごみの  量はまだまだ減らせるはず みんなの努力でごみの  量はまだまだ減らせるはず 

○可燃ごみ袋の口の結び方については袋に書いてあるとおり、中身が出ない
　よう十字に結ぶなど、しっかり縛ってください。 
○出される人の中には中身が飛び出るくらいごみを入れて出される人もい
　ますが、あまりに度が過ぎると違反シールを貼らせていただき、ごみを持ち
　帰ることができません。（ごみ１個の重さの目安は、１５　以下または４５　程
　度以下（一人で持てる量）です。 
○熊山・吉井地域の人は、可燃物・缶類は指定袋、または荷札（１袋に１枚）を
　必ず付けて、完全に荷造りをして出してください。 
 
図1 図２ 図３ 図４ 図５ 

正しい出し方。十字に結
ぶなどしっかり縛る 

袋が横倒しになった時に
中身が出る恐れがある 

指定ごみ袋に小袋をつけ
て出している 

容量を超えて出している さらに容量を超えて、別の
ごみ袋を付け足している 

ごみの出し方についてのお願い ごみの出し方についてのお願い 
重たい 
　なぁ… 

豊かな
自然を

次世代
へ 

¡ごみ処理にかかる年間一人あたりの経費
　は約１４，３００円。 
¡１年間に出すごみの量の１人平均は３００　。 
¡ゴミ袋４５　あたり１０　とすると、そ　の
処理費用は約４７０円かかります。ごみ　袋代
（１袋４５円）は、そのごみ処理費用の　一部
として役立っています。 

市には生ごみ処理容器購入 
補助制度があるって聞いたわ。 
今度は生ごみの減量に 
チャレンジしようかしら！ 

※生ごみ処理容器購入費補助金は
　３万円を上限に半額補助します。 

　プラス
チック製

容器

包装の収
集は、資

源回

収日に行
っていま

す。

分別収集
にご協力

を

お願いし
ます。 

山陽地域
の皆さん

へ 

キ　 
　ロ 

キ　 
　ロ 

リッ 
トル 
 

キ　 
　ロ 

リッ 
トル 
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シリーズ1!1

　
「
か
ら
だ
の
衰
え
は
足
か
ら
や
っ
て
く
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、
歩
く

こ
と
が
少
な
く
な
り
、
下
半
身
の
筋
肉
が
弱
っ

て
次
第
に
動
か
な
く
な
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

足
は
全
身
の
筋
肉
の
三
分
の
二
を
占
め
ま
す
。

そ
し
て
、
高
齢
に
な
る
と
腕
よ
り
も
足
の

筋
力
の
低
下
は
大
き
い
の
で
す
。
意
識
的

に
足
を
動
か
す
こ
と
で
下
半
身
を
は
じ
め

多
く
の
筋
肉
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

酸
素
や
栄
養
素
を
送
る
た
め
の
血
管
や
内

臓
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
歩
く
こ
と
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
は
運
動
不
足
の
人
や
高
齢
者
に

も
手
軽
に
で
き
る
運
動
で
あ
り
、
さ
ら
に

次
の
よ
う
な
効
果
も
あ
り
ま
す
。 

＊
老
化
防
止 

＊
生
活
習
慣
病
予
防 

＊
ス
ト
レ
ス
解
消 

＊
肥
満
防
止 

＊
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防 

　
た
だ
し
、
体
調
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
と

き
や
、
腰
痛
や
膝
、
背
中
の
痛
み
な
ど
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
無
理
は
禁
物
で
す
。

運
動
習
慣
の
な
い
人
や
、
血
圧
が
高
い
人

な
ど
は
い
き
な
り
激
し
い
運
動
を
す
る
と
、

健
康
を
害
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

事
前
に
医
師
に
相
談
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

準
備
体
操
・
整
理
体
操
も
し
っ
か
り
行
い
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
そ
ろ
そ
ろ
暖
か
く
な
っ
て
く
る
こ
ろ
で
す
。

歩
く
こ
と
が
難
し
い
人
で
も
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
一
日
十
分
程
度
行
っ
た
り
、
テ
レ
ビ

体
操
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
何
か
体
を
動

か
す
こ
と
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

（
保
健
福
祉
課
　
母
子
保
健
係
） 

元気体操 効果 q下肢の筋力アップ　w転倒の予防　e柔軟性のアップ 

健脚歩行 効果 q転倒の予防　w下肢の筋力アップ　e持久力のアップ 

イスに座ってできる 

岡山県南部健康づくりセンター資料 
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介
護
 １１ 

 

特
定
高
齢
者
と
は
…
 

　
今
回
は
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
、｢

虚
弱
な
人
へ
の
支
援｣

に
つ

い
て
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
介
護
保
険
法
の
中
で｢

要
支
援｣

に
な

る
恐
れ
の
あ
る
人
（
と
い
う
こ
と
は｢

認

定｣

に
は
な
ら
な
い
程
度
）
で
、
日
常

生
活
を
送
る
た
め
の
心
身
機
能
が
低
下

し
て
い
る
い
わ
ゆ
る｢

虚
弱
な
人｣

を
今

回
の
介
護
保
険
の
改
正
の
中
で｢

特
定

高
齢
者｣

と
い
い
ま
す
。 

　
四
月
か
ら
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に

よ
り｢

特
定
高
齢
者｣

も
介
護
保
険
の
財

源
を
使
っ
て
介
護
予
防
や
、
自
立
支
援

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
赤
磐

市
で
は
今
ま
で
行
っ
て
い
た
、
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
旧
山
陽
）
や
生
き

が
い
通
所
事
業
（
旧
赤
坂
・
吉
井
）
を

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
人
た
ち
や
、

市
か
ら
介
護
保
険
対
象
外
の｢

ヘ
ル
パ
ー｣

の
派
遣
を
受
け
て
い
る
人
の
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
料
で

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、｢

特
定
高
齢
者｣

は
全
国
的
に
同
じ
基
準
で
判
定
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
合
併

の
前
か
ら
旧
町
単
位
に
実
施
し
て
い
る
今

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
自
立
の
人
の
通
所
事
業
や
市
か

ら
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
受
け
て
い
る
人
な

ど
）
も
四
月
か
ら
、｢

特
定
高
齢
者｣

か
、

ど
う
か
判
定
し
て
、
利
用
料
な
ど
も
市
で

統
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

特
定
高
齢
者
と
は 

●
手
、
足
腰
の
運
動
機
能
や
、
判
断
能
力
、

　
記
憶
力
な
ど
に
低
下
が
み
ら
れ
、
生
活

　
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
。 

 

た
と
え
ば 

※
要
介
護
認
定
の
非
該
当
者 

※
地
域
の
医
師
の
判
断
で
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
の
あ
っ
た
人 

※
保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
て
生
活
機
能
の

　
低
下
が
心
配
さ
れ
る
人 

　
　
　
　
　
　
← 

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対
象
者
を

　
選
定 

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
用
い
て
本
人
・

家
族
と
生
活
機
能
に
関
す
る
調
査
を
行
い

ま
す
。 

（
保
健
福
祉
課
介
護
支
援
係
） 

   

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
本
人
の

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 ¡

第
二
十
六
回
全
国
中
学
生 

　
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー 

　
大
会（
北
海
道
釧
路
市
） 

　
【
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
部
門
】 

　
◇
高
陽
中
学
校
二
年
生 

　
　
岩
川
菜
摘
未（
西
中
） 

           

　
二
月
五
日
、高
陽
中
学
校
体
育
館
を

会
場
に
、団
体
戦
・
個
人
戦
に
約
九
十

人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
団
体
戦
】（
二
十
チ
ー
ム
参
加
） 

●
優
　
勝
…
岡
山
商
科
大（
三
宅
・
　

水
本
・
福
田
・
小
山
） 

●
準
優
勝
…
建
部
Ｔ
Ｔ
Ｃ
―

Ａ（
藤
本

　
直
・
藤
本
知
・
花
房
・
管
・
楢
村
） 

●
第
三
位
…
山
陽
Ｂ（
浜
・
山
野
・
奥
村
・

　
石
原
） 

●
第
三
位
…
磐
梨
中
Ａ（
池
上
・
谷
本
・

　
森
・
岡
本
・
松
本
・
東
） 

【
個
人
戦
】 

◇
Ａ
ク
ラ
ス（
十
五
人
参
加
） 

●
優
　
勝
…
藤
本
直
史
（
建
部
Ｔ
Ｔ

　
Ｃ
―

Ａ
） 

●
準
優
勝
…
三
宅
夏
樹
（
岡
山
商
科

　
大
） 

●
第
三
位
…
山
崎
幸
博
（
山
陽
）
　

●
第
三
位
…
小
山
裕
司
（
岡
山
商
科

　
大
） 

◇
Ｂ
ク
ラ
ス（
三
十
七
人
参
加
） 

●
優
　
勝
…
池
上
　
奏
斗（
磐
梨
中
） 

●
準
優
勝
…
高
木
　
陽
加（
山
陽
） 

●
第
三
位
…
岡
本
　
一
矩（
磐
梨
中
） 

●
第
三
位
…
北
条
友
加
里（
新
芳
ク
ラ

　
ブ
） 

●
敗
者
復
活
戦 

　
優
　
勝
…
梶
原
七
恵（
磐
梨
中
） 

◇
初
心
者
ク
ラ
ス（
三
十
六
人
参
加
） 

●
優
　
勝
…
若
松
幹
康（
桜
が
丘
中
） 

●
準
優
勝
…
金
中
誠
也（
桜
が
丘
中
） 

●
第
三
位
…
佐
藤
優
衣（
磐
梨
中
） 

●
第
三
位
…
倉
崎
真
子（
桜
が
丘
中
） 

●
敗
者
復
活
戦 

　
優
　
勝
…
矢
部
知
弘（
磐
梨
中
） 

全
国
大
会
出
場 

　
　
　
お
め
で
と
う
！ 

 

第
二
回
赤
磐
市 

　
　
　
卓
球
大
会
結
果 
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　2月12日（日）、13時30分～15時、赤磐市立中央公民館で、
人気番組「笑点」レギュラーで落語家の三遊亭楽太郎氏を
講師に迎え、文化講演会を開催しました。 
　「笑いある人生」と題しての講演では、赤磐市の公務員
はまだ大丈夫です！なにせ講演に私を呼んだのですから、と
話しはじめられ、「一番ぼけやすいのは？痴呆（地方）公務
員！」に会場に詰め掛けた294人の参加者は笑いの渦に巻
き込まれました。 
 

講演会　三遊亭楽太郎の 
　　　　　　「笑いある人生」 

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆会場・問い合わせ先 

　展示や舞台発表など内容盛りだくさんです。みなさん、
見に来てくださいね。 
 

西山公民館まつり・桃の里地域ぐるみ・ 
西山地域老人大学発表会 

3月19日（日） 
9：00～16：00 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777

公民館グループ 

　皆さんの健康に関するお話（講演会）です。ぜひ聞きに
来てくださいね。 

◇日　　　時 
◆場　　　所 
◇講　　　師 
 
◆内 　 　 容 
 
◇対 　 　 象 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 し 込 み  
◇会場・問い合わせ先 

高齢者学級 

3月18日（土）　10：00～11：30 
くまやまふれあいセンター 
山陽新聞社解説委員 
小野　暁　氏 
講　演「スポーツと高齢者の健康づくり」
（仮称） 
おおむね65歳以上の人 
な　し 
無　料 
不　要 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇上 映 作 品  
◆対 　 　 象 
◇定 　 　 員 
 
◆参　加　費 
◇申し込み方法 
 
◆会場・問い合わせ先 

　みんなで一緒に映画を楽しもう！ 

子ども映画館 

3月30日（木） 
9：30～11：40 
赤坂健康管理センター「多目的ホール」 
「Ｍｒ．インクレディブル」 
小・中学生 
200人（定員になり次第、締め切らせて
いただきます） 
300円 
電話受付 
※3月6日（月）から受け付けます 
赤磐市立赤坂公民館 
10869-57-2211

赤坂公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇対 　 　 象 
◆定 　 　 員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　伝統的な和紙を使ったちぎり絵をいっしょに楽しみませ
んか。 

和紙ちぎり絵教室 

3月18日（土） 
13：30～15：30 
仁美農村振興センター 
一　般 
20人 
2,000円（材料代を含む） 
3月6日（月）～3月15日（水） 
赤磐市立吉井公民館 
10869-54-1379 

吉井公民館主催講座 

 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

★山陽（団地）公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

学
校
安
全
推
進
学
校
表
彰
受
賞 

園
児
た
ち
が
広
虫
荘
を
訪
問 

平
成
十
七
年
度
国
勢
調
査 

岡
山
県
人
口
予
想
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位 

「
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

　
　
　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
」
貸
し
出
し
ま
す 

第
二
回
赤
磐
市
通
学
区
域
検
討
委
員
会 

 

（注）３月４日から市外局番が３けたになります。（１６ページ参照） 
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学
校
安
全
推
進
学
校
表
彰
受
賞

学
校
安
全
推
進
学
校
表
彰
受
賞 

学
校
安
全
推
進
学
校
表
彰
受
賞 

赤
磐
市
立
赤
坂
中
学
校 

園
児
た

園
児
た
ち
が
広
虫
荘
を
訪
問

広
虫
荘
を
訪
問 

園
児
た
ち
が
広
虫
荘
を
訪
問 

赤
磐
市
立
い
わ
な
し
幼
稚
園 

平
成
十
七
年
度
国
勢
調
査

平
成
十
七
年
度
国
勢
調
査 

岡
山
県
人
口
予
想
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位

岡
山
県
人
口
予
想
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位 
平
成
十
七
年
度
国
勢
調
査 

岡
山
県
人
口
予
想
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位 

赤
磐
市
立
豊
田
小
学
校 

　
い
わ
な
し
幼
稚
園
の
園
児
た

ち
が
広
虫
荘
（
沢
原
地
内
）
を

訪
問
し
ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
前
で
元
気
一

杯
に
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
節
や
小

さ
な
世
界
な
ど
を
踊
り
ま
し
た
。 

 

　
入
所
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
笑

顔
で
「
が
ん
ば
っ
て
」
「
か
わ

い
い
」
と
拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
園
児
が
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
て
ね
」
と
花
束
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

 

「
地
域
安
全

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

　
　
　
　

　
　
　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
」
貸
し
出
し
ま
す 

「
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

　
　
　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
」
貸
し
出
し
ま
す 

　
赤
磐
警
察
署
生
活
安
全
課
よ
り
、
車
体
に
貼
る
マ
グ
ネ
ッ

ト
式
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
啓
発
を
行

い
、
「
地
域
の
子
は
地
域
で
守
り
育
て
て
い
く
」
気
運
の
醸

成
の
た
め
に
作
成
し
ま
し
た
。 

　
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ス
テ
ッ
カ
ー
の
サ
イ
ズ
と
枚
数
】
　
　
　
　
　
　
　 

　
¡
縦
三
十
　
×
横
五
十
　
　
二
十
枚 

　
¡
縦
二
十
　
×
横
五
十
　
　
二
十
五
枚 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　 

　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

　
赤
磐
市
下
市
三
三
七
　
1
０
８
６
９（
５
５
）８
０
８
０ 

 

　
国
勢
調
査
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
、
岡
山
県

は
県
の
人
口
を
予
想
す
る

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
内
外
か
ら

一
四
五
九
件
の
応
募
の
中
で
、

豊
田
小
学
校
の
図
書
委
員

会
の
児
童
十
三
人
が
、
岡

山
県
人
口
の
速
報
値
に
一

番
近
い
人
数
を
予
想
し
、

み
ご
と
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
図
書
委
員
会

の
児
童
た
ち
が
、
平
素
の

算
数
や
社
会
で
の
統
計
処

理
の
学
習
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
情
報
処
理
な
ど
で
培
っ
た
能
力
を
生

か
し
て
予
想
値
を
出
し
た
も
の
で
す
。 

　
図
書
委
員
会
で
は
、
全
校
児
童
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
賞

品
の
図
書
カ
ー
ド
で
図
書
館
の
本
を
増
や
し
、
読
書
活
動
に
役
立
て

た
い
と
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。 

  

第
二
回
赤
磐
市
通
学
区
域
検
討
委
員
会

回
赤
磐
市
通
学
区
域
検
討
委
員
会 

 

第
二
回
赤
磐
市
通
学
区
域
検
討
委
員
会 

 　
教
育
委
員
会
で
は
、
通
学
区
域
の
見
直
し
を
す
る
た
め
通
学
区
域

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
第
二
回
の
委
員
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。 

【
日
　
時
】
三
月
二
十
八
日
（
火
）
　
午
後
二
時
〜 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館
　
三
階
講
座
室 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
　
1
０
８
６
９
（
５
５
）
０
９
７
２ 
 

▲図書委員の皆さん 

s
地
域
ぐ
る
み
で
生
徒
の
安
全
を
守
り
ま
す
。 

▲元気一杯に踊りました。 

　
平
成
十
七
年
度
岡
山
県
学
校
安
全
推
進
学
校
表
彰
式
が
、
二
月

二
日
（
木
）
、
岡
山
衛
生
会
館
（
三
木
記
念
ホ
ー
ル
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
岡
山
県
学
校
保
健
会
が
、
学
校
安
全
に
関
し
て
顕
著

な
業
績
を
あ
げ
て
い
る
学
校
、
ま
た
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

学
校
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

　
学
校
安
全
推
進
学
校
に
は
、
県
下
で
、
小
学
校
四
校
、
中
学
校

二
校
が
選
ば
れ
、
赤
磐
市
か
ら
は
赤
坂
中
学
校
（
栢
菅
泉
校
長
〜

百
四
十
四
人
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
赤
坂
中
学
校
で
は
、
生
徒
に
防
犯
訓
練
や
緊
急
事
態
に
備
え
た

訓
練
を
日
ご
ろ
か
ら
行
い
、
防
犯
意
識
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
・
地
域
・
保
護
者
が
一

体
と
な
っ
て
生
徒
の
安
全
を
守
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
特

に
、
登
下
校
時
に
は
保
護
者
や
地
域
の
人
が
通
学
路
に
立
ち
、
生

徒
の
通
学
の
様
子
を
見
守
る
と
と
も
に
、
通
学
時
の
点
検
を
行
う

な
ど
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
こ

と
が
今
回
の
表
彰
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で

す
。 

 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ セ
ン 

チ 
セ
ン 

チ 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

☆えほん読み聞かせ会『特別版!!』 
日　　時　3月18日（土）　午後2時～3時 
場　　所　赤坂健康管理センター　多目的ホール 
内　　容　“おはなしミッケ”による人形劇 
　　　　　「おおかみと七ひきのこやぎ」ほか 
　　　　　楽しいこといっぱい !! みんなきてね♪ 

☆アニメ映画会 
日　　時　3月26日（日）　午後1時30分～3時 
場　　所　吉井図書館2階　視聴覚室 
内　　容　アニメ映画「ワンピース」の上映 
　　　　　ぜひみんなできてくださいね！ 

☆おはなしおばちゃんの楽しいクッキング 
　「よもぎだんごをつくろう!!」 
日　　時　3月26日（日）　午前10時～正午 
場　　所　熊山公民館　調理室 
内　　容　みんな知っていますか？ 
　　　　　“ばばばあちゃん”の絵本『よもぎだんご』。 
　　　　　3月の楽しいクッキングでは、この絵本を見ながら 
　　　　　「よもぎだんご」を作ります。みんなできてね☆ 
　　　　　※お申し込みは3月20日（月）までに。先着15名 

●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、暮らしのカレン
ダーをご覧ください） 

利　用　案　内 

催し物のお知らせ 

開館時間　午前10時～午後6時 
休 館 日　毎週月曜日（熊山は毎週水曜日） 
　　　　　第3日曜日、祝日、月末整理日ほか 
　　　　　（詳しくは、暮らしのカレンダーをご覧ください） 

※1人10冊まで2週間借りられます。はじめての人は、利用者カード発行のため、 
　本人確認（免許証など）できるものをお持ちください。 
※赤磐市内の図書館で借りた本は市内どこの図書館でも返却できます。 

読みたい本を取り寄せることができます。 読みたい本を取り寄せることができます。 

　お探しの本が赤磐市内の図書館にないときは、県立図書館や他の市町村

の図書館から取り寄せることができます。 

　詳しいことは、各図書館カウンターまでお気軽にお尋ねください。 

え
ほ
ん
読
み
聞
か
せ
会
の
様
子 

み
ん
な
真
剣
に
み
て
い
る
ね
！ 

（
赤
坂
図
書
館
） 

『
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
で

お
は
な
し
を
き
い
た
よ 

（
熊
山
図
書
館
） 



 は
ば
か
る
こ
と
な
く
よ
い
思
念
を
 

私
ら
は
語
っ
て
よ
い
の
で
す
っ
て
。
 

美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
 

私
ら
は
ほ
め
て
よ
い
の
で
す
っ
て
。
 

失
っ
た
も
の
へ
の
悲
し
み
を
 

心
の
ま
ま
に
涙
な
が
し
て
よ
い
の
で
す
っ
て
。
 

 敵
と
よ
ぶ
も
の
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

醜
と
よ
ぶ
も
の
は
恩
人
で
し
た
。
 

私
ら
は
語
り
ま
し
ょ
う
語
り
ま
し
ょ
う
手
を
と
り
あ
っ
て
 

そ
し
て
よ
い
事
で
心
を
み
た
し
ま
し
ょ
う
。
 

 あ
あ
長
い
長
い
凍
え
で
し
た
。
 

涙
も
外
へ
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

心
を
だ
ん
だ
ん
暖
め
ま
し
ょ
う
 

夕
ぐ
れ
て
星
が
一
つ
ず
つ
み
つ
か
る
よ
う
に
 

感
謝
と
い
う
言
葉
さ
え
 

今
や
っ
と
み
つ
け
ま
し
た
。
 

 私
を
す
な
お
に
す
る
た
め
に
 

貴
方
の
や
さ
し
い
ほ
ほ
え
み
が
い
要
り
 

貴
方
の
た
め
に
は
私
の
が
。
 

 あ
あ
夜
ふ
け
て
空
が
だ
ん
だ
ん
に
ぎ
や
か
に
な
る
よ
う
に
 

瞳
は
し
ず
か
に
か
が
や
き
あ
い
ま
し
ょ
う
 

よ
い
想
い
で
空
を
み
た
し
ま
し
ょ
う
。
 

心
の
う
ち
に
 

き
ら
め
く
星
空
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。
 

 

（『
美
し
い
国
』一
九
四
八
年
二
月
　
炉
書
房
）　
 

13 広報あかいわ（平成18年3月号） 

人 hito

【永瀬清子の詩を読むy】 

　
美
し
い
国
 お

も
い
 

い
 

し
ゅ
う
 

市
内
四
地
域
か
ら
参
加

し
た
六
グ
ル
ー
プ
百
人
の

「
美
し
い
国
」
大
合
唱
。 

読みたい本を取り寄せることができます。 ほ
 

　
こ
の
た
び
は
、
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
第
十
回
朗
読
会
「
永

瀬
清
子
の
詩
の
世
界
―
自
然
に

生
き
た
生
誕
百
年
の
賛
歌
」
を
、

盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
応
募
、
ご
来

場
の
皆
さ
ん
、
市
民
朗
読
者
の

皆
さ
ん
、
市
民
合
唱
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
支
援
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
詩

は
、
朗
読
会
で
合
唱
し
た
「
美

し
い
国
」
で
す
。
こ
の
詩
に
は

戦
争
が
終
わ
っ
た
よ
ろ
こ
び
や

希
望
が
満
ち
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
も
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

　
と
い
う
の
も
、
こ
の
詩
が
収

め
ら
れ
て
い
る
詩
集
『
美
し
い

国
』
の
装
幀
に
は
実
現
し
な
か
っ

た
構
想
が
あ
っ
た
の
で
す
。
 

　
永
瀬
清
子
は
、
詩
集
『
美
し

い
国
』
の
装
幀
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ブ
レ
イ
ク
の
『
無
垢
の
歌
』
の

よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
思
い
、

山
本
遺
太
郎
の
版
画
を
入
れ
、

さ
ら
に
日
本
語
と
英
語
の
対
訳

詩
集
と
し
、
永
瀬
清
子
の
詩
の

な
か
で
も
英
訳
し
て
も
美
し
さ

が
で
る
よ
う
な
詩
を
選
び
、
「
精

神
的
な
外
国
へ
の
贈
り
物
に
し

た
い
」
と
い
う
考
え
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。
 

　
け
れ
ど
も
表
記
の
問
題
と
金

銭
的
な
理
由
で
、
永
瀬
清
子
の

詩
と
山
本
遺
太
郎
の
版
画
に
よ

る
詩
集
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
 

　
戦
争
が
終
わ
っ
て
三
年
も
経

た
な
い
頃
な
ら
ば
、
美
し
い
も

の
を
求
め
る
よ
り
も
、
生
き
る

こ
と
で
精
一
杯
で
も
不
思
議
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
時
に
美
し
い
言
葉
を
贈
り

物
に
し
、
分
か
ち
合
お
う
と
し

た
発
想
の
根
底
に
は
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
影
響
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
永
瀬
清
子
が
、
十
代
後
半
に

愛
読
し
た
柳
宗
悦
の
『
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
』
に
は
、
悲

し
み
を
喜
び
に
変
え
て
詩
集
『
無

垢
の
歌
』
を
作
り
上
げ
た
こ
と

に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
詩
想
が
詩
「
美

し
い
国
」
や
詩
集
『
美
し
い
国
』

の
形
を
と
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
詩
「
美
し
い
国
」
か
ら

早
六
十
年
近
く
経
ち
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
「
こ
こ
ろ

の
う
ち
に
／
き
ら
め
く
星

空
を
も
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
永
瀬
清
子
の
願
い
は
、

か
な
っ
て
い
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
な
ら
ば
、
私
た

ち
は
こ
の
こ
と
を
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
く
べ
き

な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

　
第
十
回
朗
読
会
の
始
ま

り
と
終
わ
り
に
は
、
地
域

で
活
躍
す
る
市
民
の
声
が

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
こ

の
声
が
永
瀬
清
子
の
生
誕

百
年
と
新
た
な
始
ま
り
の

祝
ぎ
歌
と
な
り
、
永
瀬
清
子
の

詩
が
、
今
後
ま
す
ま
す
多
く
の

人
の
心
に
鳴
り
響
き
、
「
美
し

い
国
」
が
現
実
の
も
の
に
な
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
 

（
社
会
教
育
課
 
白
根
直
子
） 

 〈
参
考
文
献
〉
「
詩
集
『
美
し
い

国
』
」
『
現
代
詩
』
第
三
巻
第
一

号
　
一
九
四
八
年
一
月
他
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1 2 43

7 8 9 10 11

14 15 16 17 18

21 22

29 30 31

23 24 25

28 4/1

●女性サークル「ｗｉｔｈ」講習会 
　14：00～16：00（吉井公民館） 
●としょかんわくわくタイム 
　（毎週土曜日） 
　14：30～（中央図書館） 
●ブックんのおはなしかい 
　（１８日を除く毎週土曜日） 
　15：００～（赤坂図書館） 
●公開講座「おおぐま座とこぐま座」 
　１８：００～２１：００（竜天天文台） 
●山陽公民館まつり 
　10：00～14：30（山陽公民館） 

●高齢者学級　10：00～11：30 
　（くまやまふれあいセンター） 
●和紙ちぎり絵教室 
　１３：３０～１５：３０ 
　（仁美農村振興センター） 
●えほん読み聞かせ会 
　14：００～（赤坂図書館） 
●シンポジウム「語ろう 赤磐の
　未来」　13：3０～16：00 
　（中央公民館） 

●おはなしのおへや　15：30～ 
　（熊山図書館） 
●無料法律相談　13：00～16：00 
　（産業会館2階ふるさと交流室） 
●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉相談センター） 

●おはなしのおへや 
　15：30～（熊山図書館） 
●よろず相談　13：00～15：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●小学校卒業式 
 

●たんぽぽの会　１０：００～１１：００ 
　（赤坂公民館） 
●１歳６か月児健診 
　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●乳児健診　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●２歳６か月児歯科健診 
　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 

●交通安全日 
●育児相談 
　対象：H17年5月・8月生 
　１０：００～１１：００（山陽保健センター） 
●人権・行政相談 
　１３：００～１６：００ 
　（本庁２階第１会議室） 
●文化講演会　１8：3０～20：1０ 
　（吉井公民館） 

●ドキドキ講座･自然観察会 
　9：00～12：00（熊山公民館） 
●おひさまおはなし会 
　11：00～11：30（熊山図書館） 

●合同相談　13：00～14：00 
　（法律・年金相談 10：00～15：00） 
　（赤磐吉井会館） 
●年金相談 
　10：00～12：00、12：00～15：00 
　（熊山支所） 
●中学校卒業式 

●離乳食講習会　１０：００～１１：３０ 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●幼稚園卒業式 

●子ども映画館　9：30～11：40 
　（赤坂健康管理センター） 

●えほんのじかん（毎週水曜日） 
　１１：００～（中央図書館） 

●交通安全日 
●女性サークル「ｗｉｔｈ」講習会 
　10：00～12：:00（吉井公民館） 
●お笑い赤坂亭定例寄席 
　19：00～20：00（お笑い赤坂亭） 

火 水 木 金 土 

●献血　10：00～12：00 
　（熊山公民館） 
●たんぽぽの会　10：00～11：00 
　（赤坂公民館） 

●３歳児健診　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） ◆図書館休館日（全館） 

◆図書館休館日（全館） 
［医］梶原内科医院 
　　 1０８６９-５５-３７５０ 
［医］佐伯北診療所 
　　 1０８６９-５４-２０３２ 

 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

3月 

平成18年 ★3月の税・保険料を期限内に納めましょう 

　●介護保険料　　５期（山陽地域） 

　●介護保険料　１０期（熊山・吉井地域） 

３月３１日まで 

春分の日 

（注） 
3月4日から市外局番
が3桁に変わります。 
　　（17ページ参照） 



休館日 
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●西山公民館まつり･桃の里地域
　ぐるみ・西山老人大学発表会 
　9：00～16：00（西山公民館） 
●ふれあいコンサート 
　13：30～15：30 
 　（くまやまふれあいセンター） 
●赤磐市消防団消防操法訓練大会 
　8：30～（高陽中グラウンド） 

5 6

12 13

19 20

26 27

日 月 

●おはなしおばちゃんの楽しい 
　クッキング　10：00～ 
　（熊山図書館） 
●アニメ映画会　１３：３０～ 
　（吉井図書館） 

［医］幸ケ峯クリニック 
　　 1０８６９-５５-０８１５ 
［医］米井医院 1０８６９-５４-０５５０ 

［医］うえの内科小児科医院 
　　1０８６９-５６-０５０５ 
［医］吉田医院 1０８６９-５４-０２０２ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］おおくま皮ふ科医院 
　　1０８６９-５５-８８１２ 
［医］井上医院 1０８６９-５４-１９０２ 

［医］片山医院 1０８６-２２９-２１６６ 
［医］道満医院 1０８６９-５７-２１１１ 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆山陽郷土資料館休館日 
◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday MondayM O N T H L Y  S C H E D U L E

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

　 

　 

　 

◯ 

◯ 

　 

　 

　 

　 

　 

◯ 
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★ 

　 

★ 

 

 

 

 

　 

山陽ふれあい公園 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

3
月 

日 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

※日曜日開放時間　９:００～１１:００、 
　１１:３０～１３:３０、１４:００～１６:００ 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
 
 
●トレーニングルーム…３００円 ※トレーニングルームのご利用は高校

　生以上です。 

※１１月から３月までプールはお休
　みします。 

［利用料金］ 
●トレーニングルーム…１００円 

●公民館グループ研修会 
　15：00～17：00（中央公民館） 

●母親学級　10：00～11：30 
　（赤坂健康管理センター） 

●山陽公民館まつり 
　10：00～14：30（山陽公民館） 



●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111
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健
康
福
祉 

離
乳
食
講
習
会 

健
康
診
査
お
よ
び 

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ 

3月4日（土）午前2時から赤磐市（一部地域を除く）などの市外局番が 
3けたに変わります。たとえば赤磐市役所は086-955-1111になります。 

赤磐市　旧山陽町………和田、穂崎の一部と馬屋を除く地域 
　　　　旧赤坂町………全域 
　　　　旧熊山町………徳富の一部に限る 
　　　　旧吉井町………全域 
 
※瀬戸町全域および久米郡美咲町、久米郡久米南町、旧佐伯町の一部の地域も対象となります。 

対  象 
地  域 

           

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
三
月
十
六
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ
月 

　
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

     

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
日
程
に
つ

い
て
は
、
『
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ

ー
』
を
四
月
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
四
月
に
、
基
本
健
康
診

査
・
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検

診
・
肺
が
ん
と
結
核
検
診
・
子
宮

が
ん
検
診
・
乳
が
ん
（
視
触
診
）

検
診
の
受
診
票
兼
問
診
票
を
愛
育

委
員
か
ら
市
の
検
診
対
象
者
に
配

布
し
ま
す
。 

　
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
希
望
者

は
、
検
査
セ
ッ
ト
を
基
本
健
康
診

査
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
本
人
ま
た
は
代
理
人
は
、

必
ず
、
健
診
会
場
で
申
し
込
み
、

セ
ッ
ト
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
喀
痰
検
査
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
・
前
立
腺
が
ん
検
査
・
乳
が
ん

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診
は
、

各
検
診
会
場
で
、
問
診
票
に
記
入

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
（
あ

ら
か
じ
め
、
受
診
票
な
ど
の
用
紙

は
配
布
し
ま
せ
ん
） 

　
な
お
、
受
診
票
兼
問
診
票
が
届

か
な
か
っ
た
人
で
も
検
診
対
象
の

条
件
に
合
え
ば
受
診
で
き
ま
す
。

担
当
課
へ
申
し
出
る
か
、
当
日
各

種
検
診
会
場
へ
直
接
お
越
し
い
た

だ
き
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

¡
本
庁
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

              

2
市
外
局
番
変
更
の
お
知
ら
せ 

胃 が ん  
検 診  

４０歳以上 ９００円 

１０００円 

１０００円 

７００円 

７００円 

５００円 

５００円 

無　料 

５００円 

無　料 

５００円 

５００円 

４０歳以上 

単独受診 
不可 

基本健診会場
で申込、受診
できます 

６５歳以上の人
は結核検診と
同時に実施 

市で実施する
視触診検査（平
成１８年度）を
受診した人 

基本健診会場
で「検査セッ
ト」をもらって
ください 

５０歳以上 
男　性 

２０歳以上 
女　性 

３０歳以上 
女　性 

４０歳代 
女　性 

５０歳以上 
女　性 

４０歳以上 

６５歳以上 

４０歳以上 

基 本 健 康  
診 査  

前立腺がん 
検 診  

子 宮 が ん  
検 診  

乳 が ん  
検 診  

結 核 検 診  

大 腸 が ん  
検 診  

肺 が ん  
検 診  

バリウムによるレントゲ
ン撮影（胃透視） 

前立腺がん〔血液〕検査 

子宮頚部細胞診、視診 

医師による視触診 

胸部間接レントゲン撮影 

喀痰検査（痰中のがん細
胞の検査） 

検便（２日分）による潜血
反応検査 

胸部間接レントゲン撮影 

マンモグラフィ 
（レントゲン ２方向）検査 

マンモグラフィ 
（レントゲン １方向）検査 

肝炎ウィルス〔血液〕検査 
（４０歳～７０歳までの５歳
刻みの節目年齢） 

身長、体重、肥満度、血圧、
心電図、眼底検査、尿検査、
医師診察（内科検診）、血
液検査（貧血、肝・腎機能、
糖尿、脂質） 

４月～ 
　６月 

６月～ 
　７月 

７月～ 
　９月 

８月～ 
　９月 

９月～ 
 １０月 

９月 

検　診　名 備　　考 検　診　内　容 対象年齢 
自　己 
負担額 

実 施  
時 期  

■各検診内容および対象年齢 

※平成18年度中（平成19年3月31日まで）に70歳以上になる人は無料です。 

か
く 

麻しん、風しんの予防接種が 
混合ワクチンになります 
麻しん、風しんの予防接種が 
混合ワクチンになります 
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特
別
障
害
者
手
当 

障
害
児
福
祉
手
当 

赤
磐
市
障
害
年
金 

特
定
疾
患
援
護
費 

特
別
児
童
扶
養
手
当 

  
　
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
二
十
歳
以
上
の
障
害
者
本
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
手
当
の
支
給
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
　 

q
障
害
者
が
社
会
福
祉
施
設
な
ど

　
に
入
所
し
て
い
る
と
き 

w
障
害
者
が
病
院
な
ど
に
継
続
し

　
て
三
カ
月
を
越
え
て
入
院
さ
れ

　
た
と
き 

e
障
害
者
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

　
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

　
上
の
と
き 

★
支
給
額
（
月
額
） 

　
二
万
六
千
五
百
二
十
円 

    

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
二

十
歳
未
満
の
障
害
児
本
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
　 

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
手
当
の
支
給
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　 

q
児
童
が
児
童
入
所
施
設
な
ど
に

　
入
所
し
て
い
る
と
き
　
　
　
　 

w
児
童
が
障
害
を
事
由
と
し
て
年

　
金
を
受
け
て
い
る
と
き
　
　
　 

e
児
童
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
前

　
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
と

　
き 

★ 

支
給
額
（
月
額
） 

　
一
万
四
千
四
百
三
十
円 

    

　
二
十
歳
未
満
の
精
神
ま
た
は
身

体
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭
で

監
護
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
手
当
の
支
給
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

q
児
童
が
児
童
入
所
施
設
な
ど
に

　
入
所
し
て
い
る
と
き 

w
児
童
が
障
害
を
事
由
と
し
て
年

　
金
を
受
け
て
い
る
と
き 

e
児
童
を
監
護
し
て
い
る
人
の
前

　
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
と

　
き 

★
支
給
額
（
月
額
） 

　
重
度
　
五
万
九
百
円 

　
中
度
　
三
万
三
千
九
百
円 

                     

  

　
身
体
障
害
者
手
帳
一
〜
三
級
所

持
者
、
療
育
手
帳
所
持
者
で
、
本

市
に
一
年
以
上
住
所
を
有
し
、
か

つ
、
居
住
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
国
、
県
な
ど
か
ら
公

的
給
付
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
支
給

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

★
支
給
額
（
年
額
） 

　
四
万
二
千
円 

    

　
「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
、

「
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
受
診

券
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
（
生

活
保
護
世
帯
に
属
す
る
人
に
つ
い

て
は
医
師
の
診
断
書
に
よ
る
。
）

ま
た
は
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る

腎
不
全
患
者
の
人
で
本
市
に
一
年

以
上
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居
住

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

★
支
給
額
（
年
額
） 

　
六
万
円 

 

　この週間は子どもの予防接種に関心を持っていただき、
感染症の根絶を目指して予防接種率を高めることを目的
に実施されるものです。下記のとおり、４月1日から麻しん、
風しんの予防接種が大きく変わり、接種対象者の範囲が
せまくなります。この機会に母子手帳などでお子さんの
予防接種状況を確認していただき、未接種のものがあれ
ば早めに接種を済ませてください。 
　なお、この期間に限らず予防接種についてのご相談は、
かかりつけの医師、または本庁保健福祉課（山陽保健セン
ター内）、各支所健康福祉課へお問い合わせください。 

　４月１日に予防接種関係法令の改正が施行され、予防接
種の「麻しん」と「風しん」が「麻しんおよび風しん混合」
のワクチンになります。これにより接種方法、対象年齢が
大きく変わり、接種対象の範囲がせまくなるため、無料で
これらの予防接種を受けられなくなる人もいます。 
　これから「麻しん」または「風しん」の予防接種を受け
ようとする人は注意してください。また現在接種対象年
齢で、どちらか一方でも接種していない場合はかかりつけ
の医師、山陽保健センターまたは各支所健康福祉課へご
相談ください。 

●現在の接種方法・対象年齢 
　※「麻しん」と「風しん」のワクチンをそれぞれ接種 
 
 
 

●４月１日以降の接種方法・対象年齢 
　※「麻しんおよび風しん混合」のワクチンを接種 
 
 
 
 
　（３月３１日までに「麻しん」または「風しん」のどちらか
　　一方でも接種している場合は、対象外） 

　お問い合わせは本庁保健福祉課または各支所健康福
祉課保健係まで 

3月1日から3月7日までは 

麻しん 

風しん 

１歳から７歳６カ月までに１回 

１歳から７歳６カ月までに１回 

第１期 

第２期 

１歳児のあいだに１回 

小学校入学前の１年間（４/１～３/３１） 
に１回（ただし、５歳以上７歳未満） 

麻しん、風しんの予防接種が 
混合ワクチンになります 
麻しん、風しんの予防接種が 
混合ワクチンになります 
麻しん、風しんの予防接種が 
混合ワクチンになります 



  
〜
母
子
家
庭
の
た
め
に
〜 

【
児
童
扶
養
手
当
】 

対
象
者 

　
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童（
十
八

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
ま

た
は
二
十
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る
者
）

を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
と
き

に
、母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。 

q
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童 

w
父
が
死
亡
し
た
児
童 

e
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童 

r
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し

　
た
児
童
な
ど 

　
た
だ
し
、母
が
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合
や
、児
童
が
児
童
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど

手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、母
お
よ
び
同
居
の

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
よ

る
支
給
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

★
支
給
額（
月
額
） 

　
四
万
千
八
百
八
十
円（
児
童
一
人

　
で
全
額
支
給
の
場
合
。
児
童
二
人

　
目
は
五
千
円
、三
人
目
以
降
は
三

　
千
円
加
算
さ
れ
ま
す
） 

 

〜
遺
児
・
父
子
家
庭
の
た
め
に
〜 

【
ひ
と
り
親
家
庭
手
当
】 

対
象
者 

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、
一
年
以

上
居
住
す
る
主
に
遺
児
・
父
子
家

庭
の
人
で
、
小
学
四
年
生
か
ら
十

八
歳
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
保

護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
資
格
を
有
す
る
人
や
、
児
童
手

当
法
に
基
づ
く
特
例
給
付
に
係
る

所
得
要
件
を
超
え
る
人
な
ど
を
除

き
ま
す
。 

★
支
給
額
（
月
額
） 

　
五
千
円
（
児
童
一
人
当
た
り
） 

 
問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
社
会
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
５ 

¡

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

      

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す 

  

日
　
時 

¡

三
月
三
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡

三
月
十
七
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡

三
月
三
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
秀
世 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

¡

三
月
十
七
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
藤
　
禮
子
　 

　
【
人
　
　
権
】
中
川
　
　
翠 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡

市
社
会
福
協
議
会
熊
山
支
所 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
３
３
６ 

    

日
　
時
　
三
月
十
七
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
熊
山
支
所
二
階
　
第
二

　
会
議
室 

相
談
員
　
岡
山
社
会
保
険
事
務
所

　
年
金
専
門
官 

問
い
合
わ
せ
先 

　
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

    

日
　
時
　
四
月
十
日
（
月
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
長
光
　
　
惠 

　
　
　
　
　
　
田
代
　
邦
彦 

　
　
　
　
　
　
吉
永
　
佳
子 

　
　
　
　
　
　
　
形
　
美
枝 

　
　
　
　
　
　
光
田
　
　
功 

　
【
行
　
政
】
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

 

                    

日
　
時
　
三
月
十
五
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
二
時
（
法
律
・
年

　
金
相
談
は
午
前
十
時
〜
午
後
三

　
時
） 

場
　
　
所
　
赤
磐
市
吉
井
会
館 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
戸
川
　
正
美 

　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
　
徹 

　
【
心
配
ご
と
】
楢
原
　
蓉
子 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
松
下
　
一
行 

　
　
　
　
　
　
　
平
井
　
　
章 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

　
【
法
　
　
律
】
岡
山
弁
護
士
会 

　
【
年
　
　
金
】
　 

 

相

談
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ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
に 

よ
ろ
ず
相
談 

年
金
相
談 

人
権
・
行
政
相
談 

合
同
相
談 

　精神障害者わかたけ
作業所が赤磐市町苅田
に移転開所して４カ月が
経過しました。作業所を
より多くの人に理解して
いただくために、次のと
おり作業所まつりを開
催します。皆さんの来所
を心よりお待ちしてい
ます。 

【日　時】３月１１日（土） 
　午前１０時～午後３時  
【場　所】 
　わかたけ作業所　赤磐市町苅田２１７ 
【内　容】 
　◆パネル展示・殻付かき販売 
　◆アロマテラピー教室（事前の予約が必要）４０人 
　◆バザー・カレー・おでんなど 
【問い合わせ先】わかたけ作業所　1０８６９-５７-４６９０ 

作業所まつりのお知らせ 作業所まつりのお知らせ 
西
軽
部 

五
日
市 

町
苅
田 

桜
が
丘
西 

至 

山
陽
地
域 

至 

吉
井
地
域 

大苅田 

津崎 

尾谷 

赤坂支所 

赤坂公民館 
わ
か
た
け
作
業
所 



　
　
　
　
岡
山
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
　
　
年
金
専
門
官 

※
法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

¡
社
会
福
祉
協
議
会
吉
井
支
所 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）２
５
３
３ 

    

日
　
時
　
四
月
七
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
　

　
奥
田
　
哲
也
／
賀
川
進
太
郎 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま 

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
十
二
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

        

　
国
際
交
流
協
会
が
新
た
に
発
足

す
る
に
あ
た
り
、
広
く
会
員
を
募

集
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
山
陽
町
国

際
交
流
協
会
に
加
入
さ
れ
て
い
た

人
と
既
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
人
に
は
、
別
途
継
続
の
ご
案
内

を
し
ま
す
。 

主
な
活
動
内
容
（
予
定
） 

¡
各
種
講
演
会 

¡
留
学
生
と
の
交
流 

¡
世
界
の
料
理
教
室 

¡
会
報
紙
の
発
行 

¡
関
係
情
報
の
提
供 

年
会
費
（
予
定
） 

¡
個
人
会
員
　
二
千
円 

¡
団
体
会
員
　
一
万
円 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局 

　
（
本
庁
企
画
課
） 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
６
９
２ 

※
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

     

　
赤
磐
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
相

互
交
流
と
連
携
お
よ
び
市
民
参
画
・

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
「
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
設
立
に

向
け
、
登
録
団
体
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
登
録
団
体
の
皆
さ
ん

に
は
、
相
互
交
流
、
自
主
活
動
の

ほ
か
、
市
の
今
後
の
啓
発
や
フ
ォ

ー
ラ
ム
な
ど
の
企
画
・
運
営
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
り
、
各
種
研
修

会
へ
の
ご
案
内
な
ど
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
し
ま
す
。 

対
　
象
　
市
内
に
活
動
拠
点
を
置

　
く
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
※
営
利
・

　
宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と
す

　
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
対
象
外
） 

会
　
費
　
年
額
千
円
（
予
定
） 

申
込
期
限 

　
四
月
二
十
五
日
（
火
）
必
着 

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
登
録
す
る
こ

　
と
は
で
き
ま
す
が
、
時
期
に
よ

　
っ
て
は
平
成
十
八
年
度
事
業
に

　
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。 

申
し
込
み
方
法 

　
本
庁
・
各
支
所
・
出
張
所
・
公

民
館
・
図
書
館
に
備
え
付
け
の
登

録
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
本
庁
企
画
課
ま

で
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
企
画
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）２
６
９
２ 

   

　
防
衛
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
種
目
　
予
備
自
衛
官
補
（
一

　
般
公
募
・
技
能
公
募
） 

受
験
資
格
　
十
八
歳
以
上
、
三
十

　
四
歳
未
満
の
人
（
一
般
公
募
）

　
技
能
公
募
は
技
術
区
分
に
よ
り

　
資
格
年
齢
（
最
高
五
十
四
歳
）

　
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

受
付
期
間 

　
四
月
七
日
（
金
）
ま
で 

試
験
日 

　
四
月
十
五
日
（
土
）
、
十
六
日

（
日
）
、
十
七
日
（
月
）
い
ず
れ

　
か
一
日
指
定
さ
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

¡
自
衛
隊
西
大
寺
募
集
案
内
所 

　
1
０
８
６（
９
４
３
）８
６
７
０ 

¡
自
衛
隊
募
集
相
談
員 

　
安
東
憲
太
郎 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）０
７
２
７ 

　
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 
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募

集

 

無
料
法
律
相
談 

赤
磐
市
国
際
交
流
協
会 

会
員
募
集 

「
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
仮
称
）」

登
録
団
体
募
集 

自
衛
官
募
集 

　公民館では、次のとおり市立地区公民館に
勤務する嘱託公民館長を募集します。 

【募集人員】1人 
【雇用期間】４月１日から３年間（１年ごと更新） 
【応募条件】 
　下記のすべてに該当する人 
　1q昭和１８年４月２日以降に生まれた人 
　w公民館業務の遂行に熱意を持っている人 
　e市内在住の人 
　rパソコン操作（エクセル、ワードの簡単な
　　操作）ができる人 
【受付期間】 
　２月２７日（月）から３月８日（水）まで（必着） 
　午前８時３０分から午後５時１５分まで（土曜日・
　日曜日・祝日を除く） 
※郵送による申込みは、３月８日（水）必着のも
　のに限り受け付けます。 
　所定の申込み用紙は、中央公民館にあります。
　（所定の用紙以外は使用できません） 
【選考日程】 
　３月１１日（土）　課題式小論文・口述試験 
【問い合わせ・申込み先】 
　赤磐市立中央公民館 
　〒７０９-０８１６　赤磐市下市３３７ 
　1０８６９-５５-００６９ 
 



  
募
集
人
員
　
若
干
名 

勤
務
内
容
　
屋
内
プ
ー
ル
の
監
視
・

　
受
け
付
け
・
清
掃
な
ど 

勤
務
時
間
　 

　
Ａ
　
午
前
九
時
〜
午
後
一
時 

　
Ｂ
　
午
後
一
時
〜
五
時 

　
Ｃ
　
午
後
六
時
〜
九
時 

※
季
節
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
が
異

　
な
り
ま
す
。 

条
　
件 

q
一
年
間
（
四
月
一
日
〜
平
成
十

　
九
年
三
月
三
十
一
日
）
を
通
し

　
て
勤
務
で
き
る
人 

w
十
八
歳
以
上
で
二
十
五
　
以
上

　
泳
げ
る
人 

e
Ｃ
（
午
後
六
時
〜
九
時
）
の
時

　
間
帯
に
勤
務
可
能
で
日
曜
日
・

　
祝
日
に
出
勤
で
き
る
人 

応
募
方
法
　 

　
顔
写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
を

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送

可
）
面
接
時
間
は
追
っ
て
連
絡
し

ま
す
。 

受
付
期
間
　
三
月
一
日
〜
三
月
十

　
九
日
（
郵
送
の
場
合
は
三
月
十

　
九
日
必
着
の
こ
と
） 

問
い
合
わ
せ
・
送
付
先 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所 

　
〒
７
０
９
―
０
８
３
２ 

　
赤
磐
市
正
崎
一
三
六
八 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）４
４
３
２ 

 

      

　
赤
磐
市
、
赤
磐
市
教
育
委
員
会

で
は
、
緊
急
業
務
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
臨
時
職
員
の
登
録
を
行

い
、
登
録
者
の
中
か
ら
必
要
に
応

じ
て
採
用
す
る
制
度
を
と
っ
て
い

ま
す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

資
　
格 

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
人 

勤
務
内
容
・
職
種 

　
一
般
事
務
、
図
書
館
員
、
公
民

館
員
、
給
食
調
理
員
な
ど 

勤
務
時
間 

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
（
職
種
に
よ
り
多

少
異
な
り
ま
す
） 

勤
務
場
所 

　
赤
磐
市
役
所
、
各
支
所
そ
の
他

出
先
機
関
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、

図
書
館
、
公
民
館
、
給
食
セ
ン
タ

ー
な
ど 

時
　
給 

　
事
務
職
七
百
十
円
、
給
食
調
理

員
七
百
六
十
円
な
ど
（
職
種
、
勤

務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す
） 

登
録
有
効
期
限 

　
平
成
十
九
年
三
月
末
ま
で 

申
し
込
み
方
法 

　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
写
真
を
は
っ
て
赤

磐
市
役
所
総
務
課
、
各
支
所
管
理

課
ま
た
は
赤
磐
市
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

受
付
期
間 

　
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。 

そ
の
他 

　
登
録
し
た
場
合
で
も
必
要
と
す

る
業
務
が
な
け
れ
ば
採
用
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
採
用
の
時
期
、

期
間
、
勤
務
場
所
は
未
定
で
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
総
務
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）４
７
７
０

¡
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
８
０
７ 

      

　
赤
磐
市
の
幼
稚
園
や
小
・
中
学

校
で
常
勤
講
師
や
非
常
勤
講
師
な

ど
を
希
望
さ
れ
る
人
は
講
師
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。 

申
込
期
限
　
随
時
受
付 

登
録
資
格
　 

¡
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る
幼
稚

　
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
い
ず

　
れ
か
の
学
校
の
教
諭
の
免
許
状

 

お
知
ら
せ 
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臨
時
職
員
の
登
録
の 

ご
案
内 

プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

幼
稚
園
お
よ
び 

小
・
中
学
校
講
師
な
ど
の 

登
録
の
ご
案
内 

18年1月中 

17年1月中 

増 減  

18年1月末 

17年1月末 

増 減  

72 

108 

－36 

72 

108 

－36

20 

24 

－4 

20 

24 

－4

0 

0 

0 

0 

0 

0

3 

1 

2 

3 

1 

2

24 

30 

－6 

24 

30 

－6

52 

84 

－32 

52 

84 

－32

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成18年赤磐市交通事故発生状況（1月） 

17年12月中 

16年12月中 

増 減  

17年12月末 

16年12月末 

増 減  

169 

144 

25 

1,304 

1,247 

57

42 

42 

0 

396 

385 

11

0 

0 

0 

4 

1 

3

6 

2 

4 

40 

30 

10

44 

45 

－1 

504 

492 

12

127 

102 

25 

908 

862 

46

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成17年赤磐市交通事故発生状況（12月） 

管轄区域変更のお知らせ 
　ハローワーク岡山の管轄区域『赤磐市のうち旧山陽町地域は、３月
３１日（金）からハローワーク和気の管轄に変更となります。 
　赤磐市のうち旧山陽町の皆さんは､雇用保険の手続き､従業員の
採用や離職の手続きおよび
求人申し込みの手続きなど
３月３１日（金）からハローワ
ーク和気をご利用ください。 
　なお､求職活動（仕事探し）
は管轄にかかわらず､どのハ
ローワークも利用できます。 

●問い合わせ先　 
　岡山労働局総務部総務課 

　1０８６－２２５－２０１１ 
 

和気労働基準監督署 

山陽本線 

金剛川 

赤穂→ 

和気駅 

ハローワーク 
和気 

※JR和気駅から徒歩５分 

備
前
県
民
局
東
備
支
局 

JA
和
気
農
協 

国道３７４号線 

メ
ー
 

ト
ル
 



　
ま
た
は
養
護
教
諭
の
免
許
状
を

　
有
す
る
人 

¡
学
校
教
育
法
第
九
条
（
校
長
、

　
教
員
の
欠
格
事
由
）
お
よ
び
地

　
方
公
務
員
法
第
十
六
条
（
欠
格

　
事
項
）
に
該
当
し
な
い
人 

¡
年
齢
、
性
別
に
つ
い
て
は
制
限

　
無
し 

提
出
書
類 

　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
、
所
有
免

許
状
の
種
類
・
教
科
名
お
よ
び
参

考
と
な
る
所
有
資
格
な
ど
を
明
記

の
こ
と
） 

留
意
事
項 

　
講
師
登
録
は
、
講
師
や
非
常
勤

講
師
と
し
て
の
採
用
を
お
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
採
用

に
あ
っ
て
は
、
必
要
が
生
じ
た
と

き
履
歴
書
を
も
と
に
面
接
を
行
い

決
定
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
９
７
２ 

     

三
月
・
四
月
の
開
館
日 

　
月
・
水
・
金
曜
日 

　
た
だ
し
三
月
二
十
二
日
か
ら
三

十
一
日
の
期
間
は
土
・
日
曜
日
を

の
ぞ
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
を
開

設
し
ま
す
。 

開
館
時
間 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分 

　
　
　
（
昼
一
時
間
休
み
） 

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

☆
立
体
紙
芝
居
「
桃
太
郎
」
上
演 

　
三
月
二
十
八
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
三
十
分
〜 

　
皆
さ
ん
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

☆
「
お
そ
う
じ
名
人
」 

　
四
月
四
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
小
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。
前

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
山
陽
児
童
館 

　
1
０
８
６（
２
２
９
）３
９
４
９ 

     

　
四
月
三
日
（
月
）
か
ら
補
助
事

業
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。 

補
助
対
象
者 

　
居
住
を
目
的
と
し
た
建
物
、
ま

た
は
延
べ
床
面
積
の
二
分
の
一
以

上
を
住
居
と
し
て
使
用
す
る
建
物

に
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

人 補
助
対
象
地
域 

　
公
共
下
水
道
整
備
地
域
な
ど
を

除
く
地
域 

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
生
活
環
境
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）５
３
４
７ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
３ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

     

　
校
門
（
鶴
鳴
門
）
前
の
梅
林
を

は
じ
め
閑
谷
川
沿
い
の
白
梅
紅
梅

を
愛
で
、
春
近
い
特
別
史
跡
旧
閑

谷
学
校
の
風
光
に
親
し
み
な
が
ら
、 

”ふ
っ
く
ら
、
ほ
っ
こ
り
“
の
交

流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

期
　
日
　
三
月
十
八
日
（
土
）
・

　
十
九
日
（
日
） 

会
　
場
　
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校 

内
　
容 

☆
孔
子
像
”春
の
特
別
公
開
“ 

☆
梅
ウ
ォ
ー
ク
　
往
復
四
キ
ロ 

　
ガ
イ
ド
付
き
で
三
木
露
風
の
住

　
ん
だ
不
言
園
跡
を
訪
ね
ま
す
。 

売
店
前
集
合 

　
午
前
の
部
　
九
時
五
十
分 

　
午
後
の
部
　
一
時
二
十
分 

☆
特
別
展
「
三
木
露
風
と
閑
谷
黌
」 

☆
名
物
甘
酒
の
サ
ー
ビ
ス
、
軽
食

　
販
売
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　 

問
い
合
わ
せ
先 

　
閑
谷
学
校
史
跡
受
付 

　
1
０
８
６
９（
６
７
）１
４
３
６ 
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山
陽
児
童
館
か
ら
の 

ご
案
内 

浄
化
槽
設
置
補
助
金 

申
し
込
み
に
つ
い
て 

閑
谷
学
校
「
観
梅
の
会
」 

ご
案
内 

　８０歳以上で自分の歯を２０本以上保っている「８０２０達成者」
の人が岡山県から表彰されました。赤磐市で表彰を受けら
れたのは次の７人です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　８０２０運動は、『咀嚼機能を長く維持し、食べる楽しみをい
つまでも持てるようにしましょう』という運動です。８０２０の
達成者は、グラフのとおり「元気と思う」・「何でも食べられる」
と回答した人が８０％をこえており、健康観、食事の面で良好
な状態にあるといえます。 
　少しでも永く自分の歯で健康な生活が送れるよう、どの年
齢の人も歯の手入れをしっかりして、歯を大切にしましょう。 

（保健福祉課　母子保健係） 

～ 受賞者のご紹介 ～ 

桜 が 丘 東  
立 川  
日 古 木  
上 仁 保  
沼 田  
勢 力  
奥 吉 原  

赤 木 ス ミ 子  
浅 野 　 浩  
大 村 　 武  
国 安 　 孝  
近 藤 英 男  
杉 原 　 稔  
山 口 　 昇  

８０歳 
８０歳 
８３歳 
８２歳 
８１歳 
８０歳 
８０歳 

地　　区 年　齢 お名前（敬称略） 

１８.７%

８１.３%

元気と思う 何でも食べれる 

いいえ 

は　い 

１８.６%

８１.４%

いいえ 

は　い 

８０２０達成者のすがた 

※８０２０未達成者の 
　「元気と思う」は６８.４％ 
　「何でも食べられる」は４１.２％ 

８０２０達成者は 
元気で何でも 
食べれる人が多い 

そしゃく 
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毎
年
、
三
月
・
四
月
は
住
所
の
異
動

な
ど
に
よ
る
住
民
異
動
届
お
よ
び
戸
籍
・

住
民
票
・
印
鑑
証
明
な
ど
の
証
明
発
行

件
数
が
多
い
月
で
す
。
昨
年
も
合
併
当

初
か
ら
四
月
に
か
け
て
市
民
課
窓
口
が

大
変
混
雑
し
、
来
庁
さ
れ
た
人
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
窓
口
業
務
は
、
本
庁
以
外

の
赤
坂
支
所
・
熊
山
支
所
・
桜
が
丘
出

張
所
（
証
明
発
行
の
み
）
・
吉
井
支
所

お
よ
び
仁
堀
出
張
所
で
も
下
表
の
と
お

り
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

　
で
き
る
だ
け
お
近
く
の
支
所
な
ど
を

ご
利
用
い
た
だ
き
窓
口
の
混
雑
解
消
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
ほ
と
ん
ど
の
窓
口
業
務

に
つ
い
て
本
人
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
来
庁
の
際
は
運
転
免
許
証

な
ど
も
合
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
い
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

証
明
書
の
請
求
な
ど
は 

お
近
く
の
窓
口
で 

主な業務 注意事項 

本　　庁 
赤坂支所 桜が丘 

出張所 
仁　堀 
出張所 

自　動 
交付機 熊山支所 

吉井支所 

戸籍届出 

戸籍附票 

住民異動（転入・転居・転出および世帯
変更など） 

印鑑登録申請・印鑑登録の切替および
引替申請・暗証番号の登録申請 

（注）暗証番号を登録された市民カードをお持ちの人は本庁正面玄関横に設置している自動交付機を使用できます。 
　　○印の他に住民票記載事項証明および税関係証明書（固定資産関係を除く）についても交付しています。 

仁堀出張所は平日の執務時間内のみ。死亡
届は火葬場を管轄する支所などで使用許可
が必要です。 

本籍が赤磐市の方のみ。 
※合併前の附票除票は管内の支所でないと
　交付できないものがあります。 

印鑑登録証は本人確認できないと即日交付で
きません。 

本庁および支所でそれぞれの管内分のみ受
け付けています。 

※即日交付できません。本庁は本人確認でき
　た場合のみ即日交付します。 

本籍が赤磐市の人のみ。 
戸籍・除籍（全部・個人）事項証明書 

外国人登録申請 

住民基本台帳カード交付申請 

住民票の写し 

印鑑登録証明書 

広域交付住民票 

国民健康保険加入・脱退 

国民年金加入・脱退 

老人医療届出 

外国人登録原票記載事項証明書 

年金受給権者生存証明 

○ × ○ 

○ × ○ 

○ × ○ 

○ ○ ○ 

○※ ○※ ○※ 

○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 

○ × × 

○ ○ × ○ 

○ ○ ○ 

○※ × ○※ 

○ × ○ 

○ × ○ 

○ × ○ 

○ × ○ 

本 庁 市 民 課 市 民 係  

本 庁 市 民 課 国 保 年 金 係  

赤 坂 支 所 市 民 生 活 課  

熊 山 支 所 市 民 生 活 課  

桜 が 丘 出 張 所  

吉 井 支 所 市 民 生 活 課  

仁 堀 出 張 所  

1０８６９-５５-１１１２ 

1０８６９-５５-１１１３ 

1０８６９-５７-４８２１ 

1０８６９９-５-１２１４ 

1０８６９９-５-０１９１ 

1０８６９-５４-１１８３ 

1０８６９-５８-２１０１ 

お問い合わせ先窓口の電話番号 

■本庁および支所などの主な業務 

（注） 

２月６日（月）、市民サービスの一環として、本庁舎一階ロ
ビーに総合案内カウンターを開設しました。総合案内カ
ウンターでは、さまざまな手続きや証明発行窓口などを
お教えするだけでなく、必要に応じて担当窓口までご案
内します。どうぞお気軽にご利用ください。 
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●狂犬病予防注射日程表● 　平成１８年度の犬の登録と狂犬病予防

注射を右の表の日程で行います。 

 

［対　象］ 

　生後３カ月以上（平成１８年４月１日現在）

のすべての犬 

 

［犬の新規登録と注射料金］ 

　¡登録料金　　　　　３,０００円 

　¡予防注射料金　　　２,８００円 

※犬の登録をされている人にはハガキ

　を送付しますので当日はハガキを持

　参してください。また釣り銭がいらな

　いようご協力をお願いします。 

 

［犬の登録変更］ 

　飼い犬が死亡したとき、行方不明になっ

たとき、または譲渡したときは市役所生

活環境課、各支所市民生活課、または桜

が丘出張所へ届け出てください。 

 

［問い合わせ先］ 

　¡本庁生活環境課 

　　1０８６９-５５-５３４７ 

　¡赤坂支所市民生活課 

　　1０８６９-５７-４８２３ 

　¡熊山支所市民生活課 

　　1０８６９９-５-１２１４ 

　¡吉井支所市民生活課 

　　1０８６９-５４-１１８３ 

 

 

10:00～10:20 

10:30～10:50 

11:00～11:20 

11:30～11:50 

13:10～13:30 

13:50～14:20 

14:40～15:00 

15:10～15:40 

 

 

 

 

10:00～10:20 

10:30～10:50 

11:00～11:20 

11:30～11:50 

13:10～13:30 

13:40～14:00 

14:10～14:30 

14:40～14:55 

15:05～15:25 

15:35～15:45 

15:55～16:05 

16:15～16:30 

10:00～10:20 

10:30～10:40 

10:50～11:10 

11:20～11:40 

11:50～12:00 

13:10～13:30 

13:40～14:00 

14:10～14:20 

14:40～14:50 

 

9 : 2 0～ 9 : 3 0  

9 : 4 0～10 : 0 0  

10:10～10:40 

10:50～11:00 

11:10～11:30 

11:40～12:00 

13:00～13:40 

13:50～14:20 

10:10～10:20 

10:30～10:50 

11:10～11:30 

11:50～12:00 

13:10～13:30 

13:40～13:50 

14:00～14:10 

14:20～14:40 

10:00～10:15 

10:25～10:50 

11:00～11:15 

11:25～11:40 

12:50～13:15 

13:25～13:45 

13:55～14:20 

14:40～15:00

山陽2丁目集会所 

山陽公民館 

山陽3丁目集会所 

山陽5丁目集会所 

山陽4丁目集会所 

赤磐市役所前 

あかいわ農協可真支店 

赤磐市熊山支所（旧熊山町役場） 

 

 

 

 

桜が丘西1丁目集会所   

桜が丘西5丁目集会所   

桜が丘西6丁目集会所   

桜が丘西7丁目集会所   

桜が丘西8丁目集会所   

桜が丘西9丁目集会所   

桜が丘西10丁目集会所   

桜が丘東6丁目集会所   

桜が丘東4丁目集会所   

桜が丘東2丁目グラウンド   

桜が丘東1丁目公園（花の公園）   

桜が丘東1丁目公園（星の公園）   

馬屋旧高月村役場前 

和田多目的集会所前 

高月公民館 

穂崎消防機庫前 

長尾多目的集会所 

立川コミュニティハウス 

河本コミュニティハウス 

熊崎コミュニティハウス 

高倉山・小倉氏宅前 

 

布都美研修センター   

仁堀西コミュニティハウス   

仁美農村振興センター   

佐伯北簡易郵便局前   

福田会館   

文化会館   

周匝会館   

山方研修センター   

河原屋集会所 

草生コミュニティハウス 

吉井児童館 

稲蒔コミュニティハウス 

吉井きのこ館 

八島田コミュニティハウス 

平山コミュニティハウス 

仁堀東区民館 

小原多目的集会所 

笹岡公民館 

惣分会館 

正満寺 

多賀公民館 

今井公民館 

東軽部公民館 

赤磐市役所前 

勢力生活改善センター 

千躰生活改善センター 

奥吉原生活改善センター 

釣井コミュニティハウス 

弥上公民館 

野間公民館 

稗田公会堂 

可真下二支部公民館 

岡公民館 

旧あかいわ農協小野田支店 

沢原公会堂 

吉原公会堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鴨前多目的集会所 

西山公民館 

西山団地コミュニティハウス 

上仁保コミュニティハウス 

神田共選場 

旧鳥中分園前 

正崎コミュニティハウス 

斎富消防機庫 

沼田コミュニティハウス（高陽台） 

中島口旧県道 

 

 

 

 

 

 

 

 

斗有コミュニティハウス 

山口公民館 

由津里公民館 

町苅田コミュニティーハウス 

東窪田多目的集会所 

西窪田多目的集会所 

赤磐市赤坂支所（旧赤坂町役場） 

 

是里選果場 

黒本コミュニティハウス 

滝山公会堂 

中山公会堂 

戸津野公会堂 

中勢実公会堂 

小鎌上コミュニティハウス 

布都美郵便局前 

10:00～10:10 

10:20～10:30 

10:45～11:00 

11:15～11:30 

13:00～13:10 

13:20～13:30 

13:40～13:50 

14:00～14:20 

14:30～14:40 

14:50～15:00 

15:10～15:20 

15:30～15:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:00～10:10 

10:20～10:40 

10:50～11:10 

11:20～11:30 

12:50～13:00 

13:10～13:20 

13:30～13:40 

13:50～14:00 

14:10～14:30 

14:40～14:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:00～10:10 

10:20～10:40 

10:50～11:05 

11:15～11:50 

12:50～13:15 

13:25～13:45 

13:55～14:15 

 

9 : 4 0～10 : 1 0  

10:20～10:50 

11:00～11:10 

11:30～11:40 

11:50～12:00 

13:10～13:20 

13:40～14:00 

14:10～14:20

月　日 時　　間 場　　　所 時　　間 場　　　所 

4/1 
（土） 

4/2 
（日） 

4/3 
（月） 

4/8 
（土） 

4/9 
（日） 

4/16 
（日） 



「
カ
メ
ラ
」
 

™
大
写
し
駄
目
よ
と
カ
メ
ラ
に
苦
情
言
い
 

™
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
も
便
利
に
な
り
に
け
り
 

™
顔
の
皺
素
直
な
カ
メ
ラ
叱
か
ら
れ
る
 

™
く
っ
き
り
と
か
く
す
小
皺
を
見
た
カ
メ
ラ
 

™
肩
書
き
が
と
れ
て
カ
メ
ラ
を
肩
に
す
る
 

™
ケ
イ
タ
イ
の
カ
メ
ラ
を
連
れ
て
旅
に
い
る
 

™
年
令
も
撮
る
カ
メ
ラ
に
愚
痴
を
言
う
わ
た
し
 

「
机
」
 

™
新
一
年
机
は
祖
母
の
贈
り
も
の
 

™
リ
ン
ゴ
箱
机
に
な
っ
た
下
宿
先
 

™
落
書
き
が
出
来
ぬ
机
の
味
気
な
さ
 

™
パ
ソ
コ
ン
が
机
分
捕
り
大
威
張
り
 

™
古
ぼ
け
た
亡
夫
の
机
捨
て
き
れ
ず
 

™
学
習
机
な
く
て
ク
ラ
ス
で
ト
ッ
プ
の
子
 

™
テ
ー
ブ
ル
へ
家
族
輪
に
な
る
ハ
ピ
バ
ス
デ
ィ
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

川
柳
く
ま
や
ま
 

中
央
図
書
館
川
柳
 

 松
田
　
牧
子
 

光
山
　
悦
子
 

立
石
ま
ち
子
 

藤
森
と
し
お
 

内
藤
み
よ
の
 

中
永
　
智
遊
 

佐
藤
　
禮
子
 

 小
野
　
房
子
 

大
岩
　
歌
子
 

冲
　
百
合
子
 

長
谷
川
至
外
余
 

森
本
　
夏
子
 

中
山
　
亮
一
 

小
山
ふ
じ
え
 

 

「
犬
」
 

™
少
女
つ
れ
盲
導
犬
は
花
野
行
く
 

™
う
ち
の
犬
人
よ
り
か
か
る
ト
リ
マ
ー
代
 

™
犬
年
の
生
ま
れ
か
こ
の
人
よ
く
吠
え
る
 

™
ふ
と
も
ら
す
本
音
を
犬
が
聞
い
て
い
る
　
 

™
豊
食
で
犬
も
人
並
み
病
ん
で
い
る
 

™
英
霊
と
呼
ば
れ
犬
死
と
も
云
わ
れ
 

™
犬
嫌
い
犬
が
知
っ
て
る
噛
み
つ
か
れ
 

「
あ
け
ぼ
の
」
 

™
徹
夜
し
た
あ
け
ぼ
の
の
空
我
を
射
る
 

™
曙
に
小
雪
ち
ら
つ
く
露
天
風
呂
 

™
定
年
を
あ
け
ぼ
の
に
し
て
職
探
す
 

™
瑞
雲
の
空
白
白
と
待
つ
日
の
出
 

™
十
二
才
あ
け
ぼ
の
色
の
恋
で
し
た
 

™
朝
風
呂
で
あ
け
ぼ
の
を
待
つ
旅
の
宿
 

™
あ
け
ぼ
の
が
真
っ
さ
ら
な
日
を
連
れ
て
く
る
 

™
古
希
過
ぎ
て
や
っ
と
あ
け
ぼ
の
恋
を
知
る
 

 ★
お
は
が
き
で
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

™
山
峡
で
暮
色
を
綴
る
余
生
坂
 

 繁
定
　
　
操
 

平
島
　
始
子
 

国
定
　
美
子
 

富
山
　
　
孝
 

藤
井
　
隆
子
 

菅
形
　
美
枝
 

中
永
　
智
遊
 

 藤
原
　
登
山
 

香
山
か
お
る
 

村
木
　
邦
子
 

渋
谷
　
通
夫
 

久
山
　
和
子
 

有
森
　
啓
子
 

樅
野
　
志
郎
 

中
永
　
智
遊
 

  是
松
　
文
子
 

無
料
登
記
相
談
 

　
四
月
一
日
は
、
「
表
示
登
記
の
日
」
で
す
。
 

　
こ
の
日
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
で
は
岡
山
県
司
法
書
士
会
の
協
賛
の
も
と
に
、
次
の
と
お
り

「
無
料
登
記
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
 

　
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
　
時
　
四
月
一
日
（
土
）
 

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
 

場
　
所
 
中
央
公
民
館
　
第
一
会
議
室
 

相
談
員
　
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員
 

　
　
　
　
岡
山
県
司
法
書
士
会
会
員
 

問
い
合
わ
せ
先
 

¡
野
田
　
　
博
　
1
０
８
６
９（
５
６
）０
０
３
７
 

¡
寺
師
　
紘
一
　
1
０
８
６
９（
５
６
）１
２
４
７
 

と
　
し 

山
陽
体
育
館
倉
庫
の
清
掃
活
動
 

　
一
月
十
二
日
（
木
）
、
私
た
ち
精
神
障
害
者
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
東
備
イ
ー
グ
ル
ス
は
、
山
陽
体
育
館
倉
庫
の

清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。
 

　
「
毎
週
練
習
に
使
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
日
ご
ろ
の
恩
を

こ
の
機
会
に
返
し
ま
し
ょ
う
。
」
宮
田
監
督
の
も
と
、
メ
ン
バ

ー
は
常
の
チ
ー
ム
力
を
形
を
変
え
て
発
揮
し
ま
し
た
。
 

　
倉
庫
内
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
体
育
器
具
を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

倉
庫
か
ら
次
々
と
運
び
出
し
、
空
に
な
っ
た
所
の
ご
み
や
埃
を

ほ
う
き
や
掃
除
機
で
き
れ
い
に
し
て
か
ら
、
ま
た
器
具
を
入
れ

直
し
整
頓
。
 

　
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
大
机
の
移
動
な
ど
に
手
を
焼
き
な
が
ら
も
、

清
掃
を
や
り
遂
げ
た
私
た
ち
は
、
こ
の
体
育
館
へ
の
愛
着
を
ま

た
一
つ
深
め
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
こ
の
小
さ
な
社
会
参
加
が
、
障
害
者
そ
れ
ぞ
れ
個

人
の
社
会
参
加
へ
の
、
明
日
へ
の
一
歩
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
、

新
年
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
 

★
一
月
二
十
四
日
（
火
）
、
中
央
公
民
館

　
で
東
備
エ
リ
ア
の
農
業
従
事
者
が
一
堂

　
に
集
い
、
「
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
東
備
」

　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 



とろろごは ん  

山　陽　支　部 

栄養
委員
の 
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　脳の活動源は血糖からのブドウ糖だけ
です。 
　朝食（特に炭水化物：ごはんやパン）
を抜くと血糖値が低くなり脳にエネルギー
がいかず、集中力が低下し、やるきが出
ません。 
　忙しい朝でも簡単にできる脳の活動源「ご
はん」メニューを紹介します。 

◆材料（４人分） 
　¡ごはん　茶碗４杯 
　¡長いも　３００ｇ  
　¡オクラ　４本 
　¡モロヘイヤ　１/２袋 
　¡めんつゆ　適量 
◆作り方 
　qオクラ、モロヘイヤは熱湯を通して
　　みじん切りにする。 
　w長芋をすりおろし、qを混ぜる。 
　eめんつゆで味付け（うどんつゆ程度）
　　してご飯にかける。 
（献立作成…山陽支部栄養委員・富山と
　き江） 

　昨年の夏に行われた朝ごはん大賞で「旬
の味覚賞」を受賞した献立です。 
　ねばねばパワーは疲れた身体にもお勧
めです。 
 

中
央
図
書
館
短
歌
 

™
新
し
き
湯
舟
に
浸
り
思
ひ
出
づ
母
亡
き
孫
と
過
せ
し
日
日
を
 

 ™
夫
と
居
る
只
そ
れ
だ
け
で
心
丈
夫
大
型
台
風
よ
う
し
ゃ
な
く
吹
く
 

 ™
鈴
虫
の
す
が
し
き
声
に
さ
そ
は
れ
て
亡
夫
よ
出
で
来
よ
夢
に
な
り
と
も
 

 ™
空
に
向
き
意
志
も
つ
ご
と
く
凛
と
し
て
松
の
緑
の
新
芽
伸
び
ゆ
く
 

 ™
降
り
し
き
る
恵
の
雨
に
潤
ひ
て
青
田
を
わ
た
る
風
の
涼
し
き
 

 ™
滝
つ
ぼ
の
澄
み
た
る
水
に
沢
蟹
の
数
多
あ
そ
べ
り
爪
を
広
げ
て
 

 ™
こ
の
空
は
遥
か
遠
く
の
タ
イ
に
住
む
孫
も
見
て
る
か
星
の
輝
き
 

 ™
暖
か
き
雨
は
降
り
つ
つ
小
鳥
鳴
き
ピ
ル
ピ
ル
ル
ル
リ
春
は
も
う
す
ぐ
 

 ™
歌
に
逢
ひ
歌
詠
み
初
め
し
こ
の
日
々
は
心
通
ひ
ぬ
野
辺
の
花
に
も
 

 ™
不
受
不
施
の
宗
史
調
査
に
か
か
わ
り
て
寺
に
あ
り
し
は
五
十
年
ま
へ
 

 

内

田

千

佳

子

 

 遠

藤

　

典

子

 

 遠

藤

　

仁

子

 

 岡

野

　

花

子

 

 秦

　

　

宏

子

 

 日

種

　

銘

子

 

 三

村

み

ち

る

 

 三

宅

美

和

子

 

 森

戸

み

さ

子

 

 則

武

　

忠

直

 

★山陽アドベンチャーズ　第１３回チャリティコンサート開催 
　総勢１３０人が出演。生バンドをバックになつかしの演歌やゲストの高
陽､桜が丘中学校生徒による吹奏楽演奏に盛んな拍手が送られました。
また､ダンス愛好者による社交ダンスも大好評。皆さんからの当日の募
金８１,８５０円は全額市社会福祉協議会に寄付いたしました。（代表：河
田賢太郎） 



１・２月のできごと 
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市
内
幼
稚
園
で
豆
ま
き 

　
一
月
二
十
一
日
（
土
）
、
日
本
食
の
理
解
を
深
め
よ

う
と
山
陽
い
ろ
は
保
育
園
で
、
「
育
て
！
ご
は
ん
モ
リ

モ
リ
元
気
い
っ
ぱ
い
っ
子
食
育
事
業
講
習
会
」
が
県
栄

養
士
会
東
備
支
部
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
親
子
参
観
日
で
、
園
児
三
十
人
と
保
護
者
が

き
ち
ん
と
し
た
食
生
活
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
び
ま
し

た
。
園
内
の
畑
で
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
大
根
の
葉
を

混
ぜ
た
お
に
ぎ
り
を
み
ん
な
で
作
り
、
園
で
調
理
し
た

具
だ
く
さ
ん
の
飛
鳥
汁
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。 

　
保
護
者
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
朝
食
を

食
べ
な
い
と
力
が
で
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
い
っ

た
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
味
付
け
に
つ
い

て
は
、
「
家
と
同
じ
く
ら
い
の
味
の
人
」
「
家
の
方
が

辛
い
人
」
と
半
数
ず
つ
の
結
果
が
出
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
、
少
し
減
塩
し
て
幼
児
期
か
ら
の
食
育
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
ね
。 

 

ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
バ
ス 

　
二
月
三
日
（
金
）
、
市
内
の
幼
稚
園

で
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
は
、
順
番
に
自
分
で
作
っ

た
鬼
の
お
面
を
つ
け
て
逃
げ
、
そ
の
鬼

を
ほ
か
の
園
児
た
ち
が
「
鬼
は
外
　
福

は
内
」
と
言
い
な
が
ら
豆
を
ぶ
つ
け
て

い
ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
は
、
豆
ま
き
を
し
な
が
ら

一
年
の
幸
せ
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。 

　
赤
磐
市
体
育
協
会
で
は
、
二
月
四
日
（
土
）
、

恩
原
ス
キ
ー
場
に
日
帰
り
で
「
ふ
れ
あ

い
ス
キ
ー
バ
ス
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
四
十
一
人
が

参
加
。
初
心
者
・
初
級
者
を
対
象
に
行
っ

た
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
に
は

十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
午
前
中
の
ス
キ
ー
教
室
を
終
え
た
参

加
者
も
午
後
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由

に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」
「
滑

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」
と
い
っ

た
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

あ
す
か 

★
二
月
十
二
日
（
日
）
、二
十
二
日
（
水
）
に

　
部
分
開
通
す
る
美
作
岡
山
道
・
熊
山
イ
ン

　
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
佐
伯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

　
ジ
間（
四
・
八
　
）で
記
念
ウ
ォ
ー
ク
が
開

　
か
れ
、市
内
外
か
ら
の
参
加
者
約
千
五
百

　
人
が
歩
き
初
め
を
し
ま
し
た
。
 

▲滑れるようになったよ 

s
「
鬼
は
外
、福
は
内
」 

▲とってもおいしかったよ 

キ
 

　
ロ
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早
い
も
の
で
す
。三
月
七
日
で
赤
磐
市
が

誕
生
し
て
一
年
が
経
ち
ま
す
。
本
紙
四
・
五

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お
り
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」や
「
山
陽
新
聞
、地
域
に
エ

ー
ル
」
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
誕
生
を
祝
い

ま
す
。こ
の
ご
ろ
に
な
っ
て
よ
う
や
く
赤
磐

市
と
い
う
言
葉
が
身
に
付
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。住
所
を
書
い
て
も
電
話
を
受
け
て
も
、

赤
磐
郡
と
か
旧
町
の
名
と
か
言
い
そ
う
に

な
っ
て
ひ
と
呼
吸
お
い
て｢

赤
磐
市
で
す｣

と

答
え
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
皆
さ

ん
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
の
ど
自
慢
の
ゲ
ス
ト
が
森
進
一
さ
ん
と

島
津
亜
矢
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国

に
放
送
さ
れ
る
の
が
五
月
二
十
一
日
で
す
。

赤
磐
市
の
名
前
が
全
国
に
知
ら
さ
れ
る
の

が
単
純
に
う
れ
し
い
で
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,622人（－２２）　 

21,797人（－１４）　 

23,825人（－８）　 

15,957世帯（＋２４） 

（2月1日現在） 

（　）は1月１日との差 

　
平
成
十
七
年
岡
山
県
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
「
広
報
あ
か
い
わ
」
が
、
写
真
、

広
報
紙
の
二
部
門
で
受
賞
し
ま
し
た
。

特
選
を
受
け
た
写
真
の
部
の
作
品
は
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
さ
れ
ま
す
。
　 

 【
特
　
選
】
十
月
号
表
紙
写
真 

　
桜
が
丘
幼
稚
園
の
敬
老
参
観
日
で
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
交
流
の
様
子
を
と
ら
え

ま
し
た
。 

【
入
　
選
】
十
一
月
号
作
品 

　
「
赤
磐
の
大
地
に
育
ま
れ
た
仲
間
た

ち
」
と
題
し
、
赤
磐
市
の
誇
る
農
産
物

と
そ
の
加
工
品
を
、
生
産
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
活
動
、
グ
ラ
フ
な
ど
で
紹
介

し
た
も
の
で
す
。 

 

熊
山
で
避
難
訓
練 

　
一
月
二
十
五
日（
水
）、熊
山
公
民
館
と
、

く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
講
座
生

と
職
員
が
、地
震
に
よ
る
火
災
発
生
時
に

備
え
た
合
同
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

　
一
階
の
調
理
室
と
湯
沸
室
か
ら
の
出

火
を
想
定
し
、「
火
事
だ
！
」の
合
図
で
訓

練
が
始
ま
る
と
、赤
磐
消
防
本
部
の
指
導

に
よ
り
、二
階
に
い
た
人
た
ち
も
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、起
震
車
で
震
度
一
か
ら
七
ま
で

の
揺
れ
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆

さ
ん
震
度
が
増
す
に
つ
れ
、椅
子
に
し
が

み
つ
い
た
り
、机
の
下
に
隠
れ
た
り
と
地
震

の
怖
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
不
意
に
く
る
地
震
や
火
災
に
は
、日
ご

ろ
か
ら
の
心
構
え
と
備
え
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 

　
二
月
十
二
日（
日
）に
、永
瀬
清
子
生
誕
百
年
記
念
朗

読
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
応
募
者
多
数
に
つ

き
抽
選
と
な
り
、会
場
と
な
っ
た
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
は
、約
四
百
人
の
来
会
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。 

　
会
で
は
、第
四
回
永
瀬
清
子
賞
表
彰
式
、赤
磐
市
民
に

よ
る
永
瀬
詩
の
朗
読
の
後
、伊
藤
桂
一
氏
の
出
演
に
よ
る

ビ
デ
オ
を
上
映
し
、辻
井
喬
氏
の
講
演
で
は
、赤
磐
市
の

文
学
・
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
貴

重
な
お
話
を
う
か
が
い
、伊
東
敏
恵
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ

る
朗
読
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
会
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
、赤
磐
市
民
に
よ
る

合
唱
「
美
し
い
国
」
で
あ
り
、歌
手
・
沢
田
知
可
子
も
登

場
し
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、永
瀬
清
子
の
生
誕
百
年
の
年
に
開
催
す
る

第
十
回
目
の
朗
読
会
で
あ
り
、赤
磐
市
に
な
っ
て
最
初
の

朗
読
会
と
い
う
節
目
で
、市
民
と
と
も
に
目
指
す
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
感
さ
せ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

10月号 

11月号 

▲地震の怖さを身をもって感じました 

▲優秀作品を朗読する小学生 
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2006
N

O
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■
熊
山
宝
篋
印
塔 の 

6
2

12
14

10

16
26

『
赤
磐
市
◯
◯
』っ
て
ど
こ
？
 

ご
み
 

図
書
館
 

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
 

公
民
館
へ
行
こ
う
 

情
報
B
O
X

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
を
知
り
た
い
シ
リ
ー
ズ
 

11
学
園
だ
よ
り
 

く
ま
や
ま
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う 

              

　
正
応
五
（
一
二
九
二
）
年
七
月
。

今
か
ら
七
一
四
年
前
。
ど
の
よ

う
な
時
代
で
あ
っ
た
の
か
、
歴

史
書
を
少
し
ひ
も
と
い
て
み
ま
す
。 

　
時
は
鎌
倉
時
代
の
後
半
、
源

頼
朝
の
鎌
倉
幕
府
開
府
か
ら
ち
ょ

う
ど
一
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。

北
条
時
宗
が
没
し
、
執
権
は
子

の
貞
時
が
継
い
で
い
ま
す
。
こ

の
年
の
一
八
年
前
に
元
（
モ
ン

ゴ
ル
）
軍
が
北
九
州
へ
襲
来
し
（
文

永
の
役
）、
十
一
年
前
の
弘
安
三

年
に
は
さ
ら
に
大
規
模
な
侵
攻

が
あ
っ
た
も
の
の
暴
風
雨
の
助

け
も
あ
っ
て
な
ん
と
か
撃
退
で

き
ま
し
た
（
弘
安
の
役
）。 

　
た
だ
し
、
元
の
皇
帝
フ
ビ
ラ

イ
は
日
本
侵
攻
を
あ
き
ら
め
て

お
ら
ず
、
こ
の
年
も
元
か
ら
の

文
書
が
届
い
て
い
ま
す
。
幕
府

は
三
度
目
の
襲
来
に
備
え
て
北

部
九
州
の
防
衛
体
制
を
維
持
し

ま
す
。 

　
長
期
に
わ
た
る
臨
戦
態
勢
の

維
持
は
、
幕
府
に
と
っ
て
も
武

士
た
ち
に
と
っ
て
も
、
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
で
は
支
配
秩
序
か
ら
は
み

出
し
た
悪
党
と
呼
ば
れ
る
武
士

た
ち
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

治
安
が
悪
化
し
て
お
り
、
一
方
、

幕
府
の
内
部
で
は
主
導
権
争
い

が
発
生
し
鎌
倉
で
大
規
模
な
戦

闘
が
生
じ
ま
し
た
（
霜
月
騒
動
、

一
二
八
五
年
）。 

　
対
外
・
内
政
と
も
に
多
難
な

時
代
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
赤
磐
市
南
端
に
そ
び
え
る
標

高
五
〇
八
　
の
熊
山
の
頂
上
に
は
、

改
め
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
が
、

石
積
遺
構
と
し
て
著
名
な
熊
山

遺
跡
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
付
近
に
は
古
代
か
ら
中

世
に
か
け
て
栄
え
た
山
上
寺
院
、

帝
釈
山
霊
山
寺
の
遺
跡
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
隆
盛
を
き

わ
め
た
大
寺
院
も
、
今
で
は
山

林
の
な
か
に
残
る
造
成
面
と
、

い
く
つ
か
の
石
造
物
だ
け
が
、

そ
の
存
在
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
山
頂
に
設
け
ら
れ
た
熊
山
遺

跡
管
理
棟
の
東
に
、「
僧
顕
空
　

正
応
五
年
七
月
十
日
」
と
銘
が

刻
ま
れ
た
宝
篋
印
塔
が
あ
り
ま
す
。

花
崗
岩
製
で
あ
ま
り
大
き
な
も

の
で
は
な
く
、
上
端
の
九
輪
を

欠
損
し
現
存
の
高
さ
一
・
一
〇

　
を
測
り
ま
す
。
県
下
に
宝
篋

印
塔
は
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す

が
銘
が
記
さ
れ
た
も
の
は
少
な
く
、

本
例
は
年
代
が
明
ら
か
な
も
の

と
し
て
は
最
古
に
属
し
ま
す
。 

　
鎌
倉
時
代
の
後
半
を
熊
山
に

生
き
た
僧
の
供
養
塔
と
み
ら
れ

ま
す
。 

　
市
指
定
文
化
財
。 

　
熊
山
山
頂
へ
は
自
動
車
の
場
合
、

赤
磐
市
奥
吉
原
か
ら
、
あ
る
い

は
備
前
市
大
内
か
ら
の
経
路
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、

別
に
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
赤
磐
市
千
躰
（
熊

山
駅
南
）
か
ら
と
備

前
市
大
内
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
） 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

釣井 
グラウンド 

熊山支所 

熊山病院 

豊田小学校 

熊山公民館 

石の懸樋 

吉井川 

熊山 
工業団地 

千躰グラウンド 

JR熊山駅 

永瀬清子 
の詩碑 

岡山白陵中・高校 

JR山陽本
線 

山陽自
動車道

 

熊山宝篋印塔 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 
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